
共
同
海
損
成
立
の
場
合
 
（
二
）
 
 久

 
州
 
 
武
 
三
 
 

七
 
避
雉
潜
入
津
の
詑
め
陀
聾
し
光
る
賛
同
及
び
之
陀
関
連
す
る
損
客
 
 

船
舶
が
共
同
の
安
全
の
た
め
虻
避
難
港
に
入
る
の
竺
の
共
同
海
損
行
馬
で
あ
る
。
舶
給
が
航
海
の
途
中
に
於
て
預
定
の
航
路
よ
 
 

り
離
脱
し
て
避
難
港
に
向
け
航
行
す
る
こ
と
は
、
投
荷
に
於
け
る
が
如
く
直
に
犠
牲
を
醸
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
嘉
共
同
梅
損
 
 

行
焉
に
あ
ち
ぎ
る
如
く
親
ら
れ
得
る
。
然
し
難
路
す
る
こ
と
に
依
っ
て
航
路
の
延
長
を
来
し
、
燃
料
の
消
費
を
増
加
し
、
船
員
の
給
 
 

料
及
び
食
料
を
飴
分
に
要
し
、
や
が
て
は
入
港
料
及
び
陸
揚
費
用
等
の
支
出
を
必
要
な
ら
し
め
る
。
而
し
て
船
長
が
難
路
を
決
意
す
 
 

る
佗
際
し
て
は
、
是
等
の
諸
費
用
支
出
の
犠
牲
を
讐
J
し
て
も
何
且
避
姓
港
忙
入
津
せ
ん
と
廃
艦
し
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
難
路
 
 

盟
ハ
伺
梅
損
行
為
の
現
れ
で
あ
ぺ
避
難
粘
に
向
け
航
行
す
る
こ
と
埜
鼓
に
北
ハ
同
海
損
行
焉
で
あ
ろ
。
そ
の
直
接
の
結
典
た
る
損
 
 

害
及
び
費
用
偲
共
同
海
損
々
宰
で
あ
る
。
 
 

ド
グ
マ
 
然
し
、
如
何
な
る
範
囲
ま
で
の
損
寄
及
び
費
用
を
似
て
共
同
海
田
と
認
む
ペ
き
や
に
就
て
、
従
来
二
秤
の
相
容
れ
ざ
る
興
詮
が
あ
 
 

り
、
各
問
の
判
例
に
於
て
も
甚
だ
置
々
で
あ
つ
た
。
言
出
ハ
岡
安
金
主
誌
と
い
ひ
、
他
盟
ハ
同
利
益
主
薬
で
あ
る
。
共
同
安
全
主
義
 
 

に
於
て
は
、
船
舶
が
避
搬
倦
に
入
り
稗
荷
の
陸
揚
げ
を
完
了
す
る
ま
で
の
費
用
、
即
ち
、
入
港
料
及
び
積
荷
の
陸
揚
費
用
霊
ハ
同
港
 
 
 

弗
三
億
 
 
罪
因
兢
 
 

（
三
C
こ
｝
 
鵬
こ
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持
と
認
む
る
も
、
そ
の
以
後
に
於
て
嬰
す
る
費
用
、
即
ち
積
荷
の
倉
敷
料
、
渾
積
込
費
用
及
び
出
港
痢
は
共
同
海
揖
に
あ
ら
す
と
な
 
 

す
。
蓋
し
、
積
荷
の
陸
揚
を
完
了
せ
ぼ
、
之
に
依
っ
て
共
同
の
安
全
は
既
に
得
ら
れ
た
る
も
の
と
見
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
 
 

利
益
主
義
に
於
て
は
、
積
荷
の
陸
揚
後
に
於
て
聾
す
る
倉
敷
料
、
滞
積
込
費
用
及
び
揖
港
料
と
碓
も
航
海
の
完
了
な
る
共
同
の
利
益
 
 

の
た
め
に
文
机
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
之
を
支
出
せ
ざ
れ
ば
共
同
の
利
益
を
全
く
し
得
ざ
る
性
質
の
も
の
な
れ
ぼ
共
同
梅
損
な
 
 

り
と
な
す
。
欧
洲
大
陸
の
判
例
は
共
同
利
益
主
義
に
依
り
、
英
闊
の
判
例
は
共
同
安
全
主
義
と
共
同
利
益
、
琴
義
と
を
併
用
し
て
ゐ
る
 
 

即
ち
避
難
港
入
津
の
目
的
が
櫓
舶
の
被
り
た
る
竪
堀
渥
損
た
る
損
害
の
修
繕
に
あ
る
な
ら
ば
共
同
安
全
主
韮
に
依
り
、
入
港
料
及
び
 
 

積
荷
の
陸
揚
費
用
を
共
同
海
損
と
な
し
、
積
荷
の
倉
敷
料
は
そ
の
特
別
費
用
と
し
て
積
荷
の
箪
猫
の
負
塘
と
な
し
、
滞
積
込
並
に
出
 
 

盛
費
用
は
運
賃
の
特
別
費
用
と
し
て
そ
の
箪
濁
の
負
塘
と
な
す
。
之
に
反
し
て
、
避
難
港
入
津
の
目
的
が
共
同
海
損
行
馬
に
因
る
損
 
 

療
の
修
繕
に
あ
る
な
ら
ば
、
共
同
利
彗
義
に
依
り
是
等
の
費
用
姦
て
共
同
梅
抗
と
認
め
る
（
把
日
韓
戸
諸
㌍
絹
紆
）
。
 
 
 

狗
逸
の
単
著
へ
ツ
ク
は
避
難
港
に
於
け
る
費
用
及
び
損
寄
を
詮
明
す
る
に
、
共
同
安
全
主
義
（
∩
ヨ
ヨ
○
コ
・
S
a
訂
t
y
・
S
y
s
訂
ヨ
）
又
は
共
同
 
 

利
益
主
義
（
B
O
ヨ
ヨ
○
コ
・
b
e
コ
e
f
テ
S
y
s
け
e
ヨ
）
に
於
け
る
が
如
く
、
共
同
の
安
全
又
は
共
同
の
利
益
等
の
規
範
を
以
て
す
る
は
常
を
得
た
る
 
 

も
の
に
あ
ら
ず
と
な
し
、
先
き
に
述
べ
た
る
鳩
続
行
馬
（
F
O
官
h
当
d
－
u
コ
已
の
原
理
に
基
き
別
に
犠
牲
主
義
（
○
昔
r
s
y
s
t
e
ヨ
）
な
る
も
の
 
 

を
鳴
へ
た
（
鞘
㌍
）
。
警
依
れ
ぼ
、
避
難
港
に
入
学
る
こ
と
は
そ
の
目
的
が
共
同
海
損
行
莞
周
る
損
害
の
修
絆
に
あ
る
と
革
猫
 
 

海
損
た
る
損
宰
の
修
嘩
に
あ
る
と
、
牌
又
、
燃
料
の
祈
充
に
あ
る
と
を
問
は
ず
、
苛
も
共
同
の
安
全
の
た
め
に
必
要
な
る
も
の
あ
ら
ば
 
 

】
の
共
同
梅
抗
行
為
で
あ
り
、
船
長
が
之
を
決
意
す
る
に
際
し
て
、
簡
明
し
た
る
が
如
き
費
用
及
び
損
審
は
共
同
の
安
全
の
た
め
に
被
 
 

共
同
尊
務
成
立
の
場
合
 
 

（
三
〇
三
）
 
J
三
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



第
主
へ
懸
 
弟
甲
班
 
 

（
三
〇
四
）
▼
－
四
 
 

り
た
る
も
の
な
る
と
共
同
の
利
益
の
た
め
に
被
り
た
る
も
の
な
る
と
を
間
は
す
、
共
同
梅
損
行
為
の
直
接
の
結
果
た
る
も
の
で
あ
つ
 

て
、
共
同
海
技
で
あ
る
。
蓋
し
、
船
長
が
共
同
海
損
行
為
の
常
時
橡
期
し
た
る
も
の
は
そ
の
行
焉
即
ち
犠
牲
の
範
囲
に
屈
す
べ
き
も
 
 

の
な
れ
ぼ
な
り
。
具
規
約
に
云
へ
ぼ
、
入
港
す
れ
ば
出
漁
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
べ
く
、
積
荷
の
陸
揚
は
船
舶
の
修
籍
の
た
め
必
安
な
 
 

る
限
に
於
て
預
期
せ
ら
れ
た
る
鴻
の
で
あ
る
。
陸
揚
は
革
紐
込
を
預
想
す
る
。
船
舶
の
出
入
並
に
碇
泊
中
に
要
す
る
燃
料
及
び
食
料
、
 

積
荷
の
倉
人
中
に
要
す
る
倉
敷
料
及
び
火
災
保
険
料
も
亦
常
然
に
預
期
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
何
れ
も
共
同
海
損
々
寄
で
あ
 
 

る
。
之
に
反
し
て
、
船
舶
が
避
如
港
出
入
に
際
し
て
坐
礁
し
た
り
と
す
る
も
、
船
舶
又
は
積
荷
が
碇
泊
又
は
産
鹿
中
に
火
災
に
躍
動
 
 

た
り
と
す
る
も
、
概
し
て
濠
響
ら
れ
た
る
も
の
鱒
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
そ
の
限
に
於
て
苗
海
損
で
は
な
い
（
H
錮
㌘
…
詣
△
N
．
）
。
投
 
 

す
る
に
、
ヘ
ツ
ク
の
斯
の
如
き
解
繹
は
極
め
て
穏
富
な
る
も
の
で
あ
つ
で
、
避
難
港
に
於
け
る
費
用
の
取
扱
に
闘
す
る
弼
逸
そ
の
他
 
 

欧
洲
大
陸
諸
国
の
虚
位
を
、
敢
も
巧
妙
に
詮
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
は
英
国
主
義
を
排
し
て
大
陸
主
義
を
探
わ
、
犬
腰
に
於
て
ヘ
ツ
ク
の
犠
牲
主
産
と
符
合
し
て
、
左
 
 

の
如
き
避
難
港
出
入
の
た
め
に
被
り
た
る
費
用
並
に
損
害
を
共
同
海
損
と
し
て
取
扱
ふ
っ
避
難
港
に
代
え
て
哉
航
港
に
鋸
航
し
た
る
 
 

場
合
も
亦
同
様
に
取
故
は
る
。
 
 

月
 
避
難
港
に
出
入
の
た
め
要
し
た
る
水
先
塞
内
料
、
燈
婁
料
、
 
 

検
疫
料
、
そ
の
他
り
入
揖
港
螢
用
（
R
u
l
e
X
二
a
）
．
）
 
 
 

第
十
億
貝
耽
麺
難
港
リ
ノ
他
二
於
ケ
ル
費
用
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折
舶
ガ
遇
然
ナ
ル
苛
政
、
犠
牲
、
ソ
ノ
他
ノ
非
常
ナ
ル
事
態
ノ
結
英
ト
シ
テ
、
共
同
ノ
安
全
ノ
タ
メ
必
要
二
迫
ラ
レ
避
難
港
一
【
 
 

オ
リ
ヂ
ナ
ル
 
 
 

入
り
叉
ハ
舵
機
払
三
郎
ワ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
ソ
ノ
入
梅
ノ
費
用
ハ
之
ヲ
共
同
梅
損
卜
認
ム
。
且
、
元
ノ
積
荷
ノ
全
部
芳
ク
ハ
一
部
 
 
 

ヲ
積
載
シ
テ
ソ
ノ
地
ヨ
ザ
教
航
ス
ル
ト
キ
ハ
、
ソ
ノ
出
港
ノ
費
用
ハ
．
斯
ク
ノ
如
キ
入
港
叉
ハ
蹄
港
ヲ
焉
シ
タ
ル
結
英
ト
シ
テ
必
要
 
 
 

ト
ナ
リ
ク
ル
限
二
於
テ
、
亦
共
同
海
拭
卜
認
ム
。
 
 

本
懐
は
二
八
九
〇
年
規
定
と
全
然
同
感
で
あ
る
。
 
 
 

本
條
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
偶
然
な
る
事
故
（
芽
c
i
d
e
コ
t
）
と
は
共
同
海
損
行
為
に
基
か
ざ
る
も
の
を
い
ひ
、
犠
牲
（
S
a
c
r
i
f
百
）
と
は
之
に
 
 

基
く
損
害
を
い
ひ
、
非
常
な
る
事
態
（
E
x
叩
r
a
O
r
d
i
コ
a
r
y
C
i
r
c
u
m
s
訂
コ
C
e
S
）
と
は
確
乎
た
る
事
故
荒
く
は
犠
牲
に
属
せ
ざ
る
性
質
の
も
の
 
 

で
あ
つ
て
、
例
へ
ぼ
航
海
中
燃
料
の
秋
乏
を
来
し
た
る
場
合
、
船
員
が
コ
レ
ラ
若
く
は
チ
ブ
ス
の
如
き
悪
疫
に
襲
は
れ
そ
の
多
数
を
 
 

失
ふ
に
至
り
た
る
場
合
、
船
舶
が
海
賊
若
く
は
交
戦
国
軍
艦
の
追
跡
を
受
け
た
る
場
合
等
が
之
に
屈
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
 
 

（
R
。
璃
こ
。
 
 

右
の
如
き
非
常
の
寄
態
に
僚
し
て
、
入
港
又
は
押
絵
が
共
同
の
安
全
の
た
め
為
さ
れ
た
る
と
き
に
は
、
そ
の
行
為
は
共
同
梅
抗
行
 
 

為
で
あ
り
、
入
港
料
は
共
同
海
拭
で
あ
る
。
こ
の
入
港
又
は
鋸
港
と
い
ふ
共
同
海
損
行
馬
の
結
果
と
し
て
出
港
を
見
る
に
至
っ
た
と
 
 

き
に
は
、
出
港
料
も
亦
そ
の
限
（
C
O
r
r
e
S
P
O
コ
d
i
コ
氾
e
X
P
e
n
S
e
S
）
に
於
て
共
同
鯨
損
た
る
ペ
き
も
の
で
あ
る
。
本
備
後
段
の
規
定
は
之
を
 
 

明
か
に
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

船
舶
が
避
難
港
に
入
り
又
は
船
積
地
に
握
り
た
る
後
、
再
び
そ
の
鞄
よ
り
敬
航
す
る
に
際
し
て
は
、
兜
に
持
込
み
た
る
積
荷
の
仝
 
 

共
同
浄
相
成
立
の
場
合
 
 

（
三
〇
五
）
 
山
五
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弟
三
令
 
弟
四
兢
 
 

（
三
〇
六
）
一
大
 
 

部
若
く
は
姦
を
積
載
し
て
出
港
す
る
を
普
通
と
す
宅
稀
に
は
新
な
る
積
荷
を
以
て
出
港
す
る
こ
と
も
あ
る
。
前
の
場
合
た
於
て
 
 

は
航
海
は
入
港
及
び
出
港
を
通
じ
て
職
摸
せ
る
も
の
で
あ
り
、
出
港
料
は
共
同
海
抗
た
り
得
る
も
、
後
の
璧
口
に
於
て
は
、
航
海
は
 
 

入
港
の
も
の
と
出
港
の
も
の
と
に
於
て
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
り
、
出
港
料
盟
ハ
同
海
抗
た
る
こ
と
を
待
な
い
。
何
と
な
れ
ぼ
、
共
 
 

同
梅
損
を
惹
起
せ
し
め
た
る
共
同
の
梅
上
危
険
（
C
O
ヨ
ヨ
0
コ
ヨ
a
r
…
旨
e
え
く
致
u
－
2
）
は
元
の
積
荷
（
O
r
官
a
－
c
a
「
邑
を
輪
迭
せ
ざ
る
 
 

こ
・
と
の
決
定
せ
ら
れ
た
る
日
に
於
て
路
焉
し
た
る
も
の
な
れ
ぼ
な
り
。
本
備
後
段
に
於
て
元
の
積
荷
を
以
て
云
々
と
規
定
し
た
る
は
 
 

尊
貴
之
を
明
か
に
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

B
 
積
荷
、
燃
料
、
貯
寂
品
の
陸
揚
及
び
倉
入
の
荷
役
賃
、
倉
敷
料
、
 
 

火
炎
保
険
料
、
並
に
、
帝
積
込
、
般
入
の
登
用
（
R
u
l
e
s
ぞ
b
γ
X
吾
）
、
 
 

及
び
、
是
等
の
荷
役
に
因
つ
て
被
る
損
害
（
R
u
－
e
X
l
こ
 
 
 

第
十
條
B
耽
 
 

船
積
港
、
壷
舵
港
叉
ハ
避
難
攣
l
於
テ
、
種
荷
、
燃
料
著
ク
ハ
貯
蔵
品
ノ
胎
内
荷
役
叉
（
陸
揚
費
用
ハ
、
ソ
ノ
荷
役
叉
ハ
陸
揚
 
 

ガ
共
同
ノ
安
全
ノ
タ
メ
必
要
ナ
ル
カ
、
叉
ハ
犠
牲
薯
ク
ハ
軍
政
二
因
竺
ア
船
舶
1
壷
ジ
グ
ル
損
害
ヲ
修
繕
ス
ル
上
二
於
テ
必
要
ヂ
 
 

ア
リ
、
且
リ
ノ
修
繕
ガ
航
海
ヲ
無
事
一
遍
行
セ
シ
ム
ル
タ
メ
紋
ク
ペ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ワ
シ
ト
キ
一
応
り
、
之
孟
ハ
同
海
損
卜
認
 
 

ム
○
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本
條
は
「
八
九
〇
年
の
も
の
と
和
典
な
る
。
叫
八
九
〇
年
規
鑓
に
於
．
て
は
、
積
荷
の
陸
揚
、
余
人
、
再
現
込
の
み
に
就
て
規
定
し
 
 

燃
料
及
び
貯
減
品
に
裁
て
は
之
痘
痕
哀
し
な
か
っ
た
が
、
叫
九
二
凶
年
規
定
に
於
て
は
是
等
を
税
狩
と
何
様
に
取
扱
ふ
こ
と
1
し
た
 
 

ま
た
、
劃
八
九
〇
年
規
定
に
於
て
は
積
荷
等
を
陛
似
せ
ゃ
し
て
船
舶
内
に
於
て
甲
胎
船
よ
り
乙
船
齢
陀
移
動
せ
し
む
る
が
如
き
船
内
 
 

荷
役
の
費
用
（
∩
。
S
t
。
；
a
茎
i
コ
n
。
コ
b
。
鼠
）
妃
就
て
は
之
孝
明
富
せ
ざ
り
し
も
、
一
九
二
凶
年
規
定
は
明
文
を
以
て
陛
抜
の
費
用
 
 

と
同
様
に
取
扱
ひ
、
共
同
梅
損
と
認
め
た
。
 
 
 

船
舶
が
避
難
港
に
入
る
は
共
同
の
安
全
、
乃
至
は
航
梅
の
完
了
な
る
北
ハ
同
の
利
益
を
目
的
と
し
て
之
を
為
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 
 

日
的
の
禿
め
に
績
荷
等
の
荷
役
費
用
を
支
出
し
た
る
と
き
は
共
同
海
損
な
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
被
り
た
る
も
の
な
ら
 
 

ぼ
、
最
早
避
難
港
入
津
な
る
共
同
海
損
行
為
の
直
接
の
結
英
と
認
め
得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
に
於
て
共
同
轄
抗
で
は
な
い
 
 

＊
條
咋
於
て
「
荷
役
ガ
共
同
ノ
安
全
ノ
タ
メ
」
又
は
「
修
繕
ガ
航
海
ヲ
無
事
一
岬
逢
ゎ
セ
シ
ム
ル
タ
メ
」
云
々
と
規
定
し
た
る
は
、
・
之
を
明
 
 

か
に
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

弟
十
傑
C
躾
 
 
 

積
荷
、
燃
料
及
ビ
貯
減
品
ノ
胎
内
荷
夜
叉
ハ
陸
揚
費
用
ガ
共
同
晦
損
ク
ル
場
合
二
於
テ
ハ
、
該
積
荷
、
燃
料
又
ハ
貯
政
品
ノ
荷
 
 
 

税
込
撃
－
船
入
費
用
ハ
、
ソ
ノ
〓
凱
ノ
倉
敷
料
（
火
災
供
瞼
ヲ
付
シ
ク
ル
ト
キ
ハ
ソ
ノ
保
険
料
ヲ
合
ム
）
ト
共
ニ
、
之
ヲ
共
同
振
抗
 
 
 

卜
認
ム
。
船
舶
が
航
海
不
能
斗
ナ
け
ニ
グ
ル
カ
叉
ハ
光
ノ
航
海
ヲ
噂
紋
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
リ
ノ
航
鯨
不
能
又
ハ
航
海
戯
止
ノ
決
定
ヤ
 
 
 

ラ
レ
ク
ル
日
以
後
ノ
倉
敷
料
ハ
北
ハ
同
振
損
ク
ル
コ
ト
ヲ
待
ズ
。
但
シ
、
税
荷
ノ
陸
揚
完
了
前
声
於
テ
、
航
海
不
能
又
ハ
航
海
虚
止
 
 

共
同
晦
握
成
立
の
吻
合
 
 

｛
一
エ
〇
七
）
 
l
七
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ミ、  

（
三
〇
八
）
－
八
 
 
 

第
羊
巻
 
館
四
紙
 
 

ノ
狭
長
セ
ラ
レ
ク
ル
ト
キ
ハ
、
倉
敷
料
ハ
陸
揚
完
了
′
頁
〓
二
曳
ル
マ
デ
之
ヲ
共
同
海
拭
卜
認
ム
。
 
 
 

本
牧
は
前
節
十
傑
B
批
と
の
均
衡
を
保
っ
て
、
一
八
九
〇
年
の
も
の
と
稗
輿
な
る
。
二
八
九
〇
年
規
定
に
於
て
は
、
積
荷
の
荷
役
 
 

費
増
忙
放
て
の
み
規
定
し
た
る
が
、
山
九
二
四
年
規
定
に
放
て
・
は
燃
料
及
び
貯
戚
品
を
積
荷
と
同
様
に
取
扱
ひ
、
是
等
の
も
の
に
踊
 
 

す
る
倉
敢
料
、
常
租
込
焚
用
及
ど
槍
入
費
用
を
共
同
湛
損
と
認
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
本
條
前
段
に
於
て
「
胎
内
荷
役
叉
ハ
陸
揚
費
 
 

用
ガ
共
同
海
転
ク
ル
場
合
二
於
テ
」
云
々
と
規
定
し
た
る
は
、
尊
貴
避
緋
港
入
津
な
る
共
同
海
損
行
路
の
直
接
の
結
英
と
し
て
、
陸
 
 

揚
等
に
次
で
航
海
の
完
了
の
た
め
被
り
た
る
も
の
に
限
り
、
共
同
海
損
と
認
 

め
ら
る
べ
き
こ
と
を
明
か
に
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

兢
荷
の
陸
揚
費
用
並
に
倉
敷
料
が
共
同
海
損
と
認
め
ら
る
ゝ
と
き
に
於
て
も
、
積
荷
が
埠
頭
、
河
岸
若
し
く
は
倉
庸
内
に
在
る
問
 
 

紅
於
七
被
る
火
災
保
険
料
の
取
扱
に
放
て
は
、
従
来
疑
問
が
あ
つ
た
。
蓋
し
、
積
荷
が
避
難
港
に
於
て
火
災
に
綴
る
も
、
概
し
て
共
 
 

同
渥
拭
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
に
就
て
は
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
り
、
之
よ
り
推
論
せ
ば
火
災
保
険
料
は
共
同
海
技
た
る
を
得
ざ
る
 
 

が
如
し
？
然
し
、
現
今
に
於
て
は
避
難
港
に
於
て
陸
揚
せ
ら
れ
た
る
桟
荷
は
火
災
保
険
に
付
せ
ら
る
ゝ
を
普
通
と
し
、
陸
揚
は
倉
敷
 
 

料
と
共
に
火
災
保
険
料
の
負
培
を
預
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
限
に
於
て
共
同
海
損
た
る
べ
き
費
用
で
あ
る
（
叩
。
㌍
）
。
且
、
倉
敷
 
 

料
の
中
に
は
火
災
保
険
料
を
含
み
、
そ
の
分
離
不
可
能
な
る
こ
と
あ
り
。
仙
八
九
〇
年
規
▲
定
は
こ
の
保
険
料
の
取
扱
に
就
て
規
定
す
 
 

る
と
こ
ろ
な
か
り
し
も
、
「
九
二
四
年
規
定
は
明
文
を
以
て
之
を
共
同
海
損
と
認
め
た
。
．
避
難
港
に
於
け
る
費
庸
が
北
ハ
同
渥
抗
と
認
 
 

あ
ら
る
．
1
は
、
共
同
海
損
行
為
の
結
果
と
し
て
生
じ
、
、
而
も
舵
檻
の
完
了
な
る
共
同
の
利
益
を
目
的
と
し
て
芽
出
せ
ら
る
1
か
ら
で
 
 

あ
る
。
さ
れ
ば
、
船
舶
が
航
海
不
鞘
と
な
り
、
若
し
く
は
先
の
航
海
（
O
r
l
号
a
l
く
。
y
a
笥
）
を
機
摸
せ
ざ
る
に
至
ら
ぼ
、
そ
の
時
を
以
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て
北
ハ
何
の
利
益
は
油
城
し
、
爾
後
の
倉
敷
料
は
積
荷
の
罫
偶
の
魚
瘡
と
な
り
、
共
同
撮
拭
た
る
ペ
か
ら
ざ
る
に
至
る
。
本
條
に
於
て
 
 

も
そ
の
後
段
に
於
て
之
を
明
か
に
し
た
る
後
、
そ
の
但
苔
に
於
て
、
航
海
の
不
能
又
ぼ
虚
血
が
陸
揚
完
了
紹
に
．
於
て
そ
の
決
定
を
見
 
 

な
る
と
き
は
、
陸
揚
完
了
の
日
に
至
る
ま
で
共
同
海
抱
と
し
て
取
扱
ふ
と
な
す
。
こ
の
但
喜
ば
・
一
九
二
四
年
規
衰
k
於
て
新
に
附
加
 
 

せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
附
加
せ
ら
れ
た
る
十
仙
條
後
段
の
侶
麗
た
封
應
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

弟
十
傑
〔
批
の
但
古
並
忙
十
…
條
の
但
苔
は
何
れ
私
二
九
二
四
年
規
定
に
於
て
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
少
、
十
億
D
 

統
に
も
亦
但
宙
が
附
加
せ
ら
れ
ん
と
し
た
る
も
、
こ
れ
の
み
は
抹
用
せ
ら
る
1
に
至
ら
な
か
っ
た
。
然
し
、
十
億
D
耽
の
側
 
 

苫
に
放
て
は
後
に
蓮
ぶ
る
が
如
く
在
る
を
可
な
り
せ
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
十
傑
ぐ
批
の
但
書
は
十
二
條
の
但
苔
と
共
に
そ
 
 

め
有
用
な
る
桝
以
を
了
解
す
る
こ
と
を
縛
な
い
d
悪
し
、
航
海
の
不
能
又
は
艇
止
の
後
と
雑
も
、
種
苗
が
陸
揚
せ
ら
れ
て
船
 
 

舶
・
積
荷
が
現
嘗
に
分
離
す
る
に
登
ら
ざ
れ
ば
、
共
同
の
危
険
は
消
滅
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
陸
揚
費
畑
は
共
同
 
 

海
技
と
認
め
て
可
な
る
も
の
な
れ
ど
も
、
倉
敷
料
は
共
同
の
危
険
が
消
滅
し
た
る
後
に
於
て
被
る
も
の
で
あ
る
。
‥
ル
ー
ド
ル
 
 

ウ
氏
は
航
時
の
不
能
又
は
厳
此
後
の
陸
揚
費
用
を
址
ハ
同
梅
抗
と
認
む
ペ
き
も
の
と
せ
ば
、
同
山
の
期
似
内
正
於
．
て
被
る
倉
敷
 
 

料
も
同
様
に
共
同
浩
と
認
め
て
こ
そ
衡
平
取
得
た
る
も
の
奈
と
雫
る
が
如
き
も
‥
門
m
3
、
暮
す
る
こ
志
村
な
 
 

い
。
ハ
ラ
ラ
ム
ビ
デ
イ
ス
拭
に
依
れ
ば
、
水
俣
の
但
沓
は
故
利
に
陸
揚
せ
ら
る
1
稲
荷
と
故
後
に
陸
揚
せ
ら
る
．
1
積
荷
と
の
 
 

細
に
存
す
る
利
益
の
衝
突
を
排
除
し
、
殊
に
荷
主
が
倉
敷
料
の
負
婚
を
免
れ
ん
と
し
て
梢
荷
の
引
取
を
避
延
せ
ん
と
す
る
を
 
 

共
同
薄
絹
成
立
り
場
合
 
 

′
（
三
〇
九
）
 
山
九
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第
十
二
傑
 
陸
揚
ヲ
ナ
ス
ニ
際
シ
積
荷
二
生
ジ
ク
ル
損
害
 
 
 

積
荷
、
駄
料
又
ハ
貯
就
品
ノ
船
内
荷
役
、
陛
扮
、
倉
入
、
悶
璃
込
、
及
ビ
船
入
ノ
行
雷
二
際
シ
、
是
等
ノ
モ
ノ
ニ
生
ジ
ク
ル
損
 
 
 

害
・
損
失
ハ
、
是
等
ノ
應
鑑
三
囚
ル
費
用
ガ
共
同
海
損
卜
認
メ
ラ
ル
ベ
キ
場
合
二
眼
り
、
北
ハ
同
梅
抗
ト
シ
テ
賠
償
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
 
 
 

ト
ス
0
 
 
 

本
條
は
十
傑
B
批
及
び
C
放
と
の
均
衡
を
保
っ
て
、
両
八
九
〇
年
の
も
の
と
和
典
な
る
。
山
八
九
〇
年
規
定
に
於
て
は
積
荷
の
み
 
 

に
就
て
規
定
し
た
る
も
の
を
、
一
九
二
四
年
規
定
に
於
て
は
飲
料
及
び
貯
蔵
品
を
加
へ
、
且
陸
揚
、
倉
入
、
及
び
荷
稲
込
、
船
人
の
 
 

荷
役
の
外
に
船
内
荷
役
（
碧
t
象
h
a
コ
d
誉
広
Y
を
加
へ
た
。
 
 
 

第
三
懸
弗
四
渋
 

（
三
一
〇
）
こ
C
 
 

防
止
せ
ん
と
の
趣
旨
に
出
づ
と
い
ふ
（
ェ
彗
成
増
i
。
訂
こ
。
管
、
荷
主
に
し
て
稲
荷
の
引
取
を
撞
踵
せ
ぼ
慧
拭
職
警
以
 
 

て
陸
揚
す
る
こ
と
を
柑
ペ
く
、
況
や
故
初
に
陸
揚
せ
ら
る
ゝ
も
の
が
故
後
に
陸
揚
せ
ら
る
1
も
の
よ
り
有
利
な
る
地
位
に
置
 
 

か
れ
る
も
の
と
見
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
更
に
そ
の
倉
敷
料
を
共
同
海
抜
と
し
て
取
扱
ふ
が
如
き
は
甚
 
 

し
き
不
公
平
を
放
て
す
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
卑
見
に
依
れ
ば
、
本
條
の
但
苔
は
荷
主
の
利
益
を
計
り
た
る
も
の
な
り
 
 

と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
こ
の
規
定
を
承
認
す
る
こ
と
は
延
て
十
〓
條
の
但
番
を
是
認
す
べ
き
畢
由
と
な
り
、
更
に
十
傑
D
批
 
 

の
採
用
せ
ら
れ
ざ
り
し
但
沓
を
も
弧
ゐ
る
の
前
提
と
な
り
、
か
く
て
蛤
主
の
利
益
を
計
ら
ん
と
し
衷
る
魂
臆
匿
出
づ
、
る
も
r
の
 
 

か
と
思
ふ
。
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積
荷
、
燃
料
及
び
貯
蔵
品
の
胎
内
荷
役
、
陸
揚
及
び
か
入
、
河
積
込
及
び
船
入
の
費
用
が
北
ハ
同
梅
損
な
ら
ば
、
是
等
の
荷
役
行
為
 
 

に
因
っ
て
生
じ
狩
る
抗
審
も
亦
同
山
の
性
質
を
有
し
、
共
同
握
損
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、
穀
物
、
石
浜
及
び
瀕
石
の
如
き
 
 

バ
ル
ク
カ
ー
∴
－
－
 
散
秩
積
荷
の
自
然
の
減
免
損
に
放
て
は
、
旗
問
の
飴
地
が
あ
る
。
記
七
山
般
に
散
村
は
荷
役
毎
に
多
少
づ
ゝ
そ
の
容
租
又
は
真
数
 
 

を
減
少
す
る
も
の
で
あ
り
」
汲
も
必
然
的
に
漆
想
せ
ら
れ
た
る
損
害
で
あ
る
と
は
雄
も
、
船
舶
が
普
通
の
風
波
の
件
用
に
因
り
被
る
 
 

芸
の
磨
渡
（
O
r
d
l
コ
a
r
y
W
e
a
r
a
コ
d
t
e
a
r
）
と
同
様
佗
、
琵
と
糾
し
響
る
性
計
の
も
の
で
あ
る
（
凋
頑
咤
讐
ゝ
去
れ
ば
、
 
 

理
論
上
に
於
て
は
、
本
條
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
荷
役
の
拭
害
よ
り
こ
の
自
然
の
油
耗
の
叡
を
麓
除
七
た
る
残
額
を
以
て
、
共
同
梅
抗
の
 
 

額
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
蹄
辞
し
。
 
 

々
と
あ
る
を
以
て
、
積
荷
の
陸
揚
又
は
再
積
込
に
用
ゐ
た
る
辟
舟
の
沈
没
に
因
る
損
害
も
共
同
渥
抗
と
認
め
ら
る
ゝ
が
如
く
 
 

解
せ
ら
れ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
英
国
に
放
て
陸
揚
又
は
再
積
込
の
荷
役
行
為
と
は
積
荷
の
現
蜜
な
る
揚
卸
し
の
み
些
限
 
 

ら
れ
、
所
謂
ス
リ
ン
グ
に
際
し
て
（
ぎ
t
h
e
s
誉
邑
若
く
は
フ
ッ
ク
に
因
り
て
（
b
y
h
O
。
旦
）
 
盆
じ
た
る
損
寄
の
み
が
共
同
 
 

海
抗
と
認
め
ら
る
ゝ
に
過
ぎ
な
い
。
況
や
、
在
庫
中
の
火
災
の
損
亭
又
は
滞
船
入
の
敢
痍
よ
り
生
す
そ
損
害
の
如
き
は
共
同
 
 

海
技
行
第
の
直
接
の
結
英
と
見
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
共
同
梅
損
で
は
な
い
。
而
し
て
、
陸
揚
並
に
介
入
の
設
備
 
 

S
〔
O
 

本
條
の
適
用
、
殊
に
そ
の
文
言
の
解
繹
に
就
て
鱒
琵
意
を
聾
す
る
。
條
文
に
は
、
胎
内
荷
役
、
陸
揚
、
倉
入
、
荷
積
込
及
 
 

共
同
晦
撹
成
照
り
塀
合
 
 

r
i
コ
氾
㌔
e
】
O
a
d
ぎ
山
a
コ
m
 
 

（
三
一
一
）
 
二
一
 
 
 じ

た
る
損
害
云
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′、   

C
 
避
難
沌
に
出
入
の
た
め
並
に
避
難
港
に
於
て
碇
泊
中
に
要
し
た
る
 
 

癖
員
の
給
料
、
食
料
、
燃
料
及
び
貯
滅
品
完
u
一
2
S
X
一
－
X
X
・
）
 
 
 

第
十
叫
條
 
避
難
港
等
二
於
ケ
ル
船
員
ノ
給
料
及
ビ
食
料
 
 
 

胎
船
ガ
第
十
傑
二
摘
ゲ
ク
ル
事
情
ノ
や
ニ
、
叉
ハ
同
條
二
掲
ゲ
ク
ル
修
持
ノ
目
的
ヲ
以
テ
、
或
ル
港
二
入
り
叉
ハ
碇
呵
シ
タ
ル
、
 
 

ト
キ
ハ
、
リ
ノ
碇
泊
中
二
於
テ
船
長
及
ビ
海
員
三
文
排
フ
ベ
キ
給
料
ハ
ソ
ノ
食
料
卜
共
一
て
船
舶
ガ
ソ
ノ
航
海
ノ
臓
琉
二
必
要
ナ
 
 

ル
準
備
ヲ
感
へ
ク
ル
カ
又
ハ
撃
フ
ベ
カ
リ
シ
日
マ
デ
、
ソ
ノ
超
過
凝
泊
期
間
三
和
常
ス
ル
胡
ヲ
限
り
、
共
同
海
拭
卜
認
ム
。
舵
射
 
 

ガ
航
握
不
能
ト
ナ
リ
ク
ル
カ
叉
ハ
兎
ノ
航
海
ヲ
臓
摸
セ
ザ
ル
ト
キ
．
ハ
、
ソ
ノ
航
渥
不
能
叉
ハ
航
晦
靡
止
ノ
決
定
セ
ラ
レ
ク
ル
日
以
 
 

後
二
於
ケ
ル
、
捨
長
及
ビ
海
員
′
給
料
及
ビ
食
料
ハ
共
同
渥
損
ク
ル
コ
ト
ヲ
柑
ズ
。
但
シ
積
荷
ノ
陛
拗
琴
1
前
二
於
テ
船
舶
ノ
航
 
 

海
不
能
父
ハ
航
轟
麒
止
ノ
決
定
セ
ラ
レ
ク
ル
ト
キ
ハ
、
前
記
船
員
ノ
給
料
及
ビ
食
料
ハ
陸
揚
完
了
ノ
日
工
至
ル
マ
ヂ
、
之
ヲ
共
同
 
 
 

（
三
一
三
）
 
二
二
 
 

第
三
塵
 
界
四
‘
兢
 
 

の
甚
だ
し
く
不
完
全
な
る
硲
に
於
て
残
さ
れ
た
る
独
行
荷
役
（
F
。
1
n
e
乱
d
訂
什
h
a
r
駕
）
 
に
際
し
て
生
す
る
損
寄
、
不
完
全
な
 
 

る
倉
庫
に
保
管
せ
ら
れ
た
る
積
荷
の
雨
抗
並
に
遅
く
べ
か
ら
ざ
る
盗
難
、
倉
庫
の
設
備
な
き
港
に
於
て
膵
舟
に
礪
移
さ
れ
た
 
 

る
積
荷
が
必
然
的
に
被
る
損
害
等
も
、
亦
荷
役
行
為
に
際
し
て
被
る
損
害
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
共
同
梅
抗
行
為
に
際
し
て
 
 

預
攣
ら
れ
た
る
、
讐
そ
の
直
接
の
托
誉
認
め
得
べ
き
限
に
於
七
共
同
海
損
と
認
め
ら
る
両
翼
軋
。
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握
損
卜
認
・
ム
。
 
 

第
二
十
條
∴
避
難
港
等
二
向
ケ
航
行
ノ
費
用
 
 
 

′
胎
舶
ガ
避
難
警
入
違
ク
ハ
船
積
港
三
園
胱
セ
ル
ガ
タ
メ
航
海
ノ
慧
ヲ
米
シ
タ
ル
去
二
於
テ
ブ
ノ
航
海
ノ
慧
期
間
 
 

内
品
費
シ
タ
ル
燃
料
及
ビ
鹿
癒
盃
、
彗
、
此
ノ
延
長
期
問
内
二
警
ク
ル
船
長
ソ
ノ
他
ノ
姶
烏
ブ
給
料
及
ビ
食
料
ハ
、
ソ
ノ
 
 

入
港
ノ
費
用
ガ
第
十
億
打
沈
ノ
規
軍
産
豊
ハ
同
海
拭
ク
ル
場
合
主
眼
り
、
之
ヲ
共
同
梅
抗
斗
認
ム
。
 
 
 

捨
積
港
、
寄
航
警
ハ
避
難
警
於
ケ
ル
超
過
碇
泊
期
間
内
晶
費
シ
タ
ル
飲
料
及
ビ
貯
蔵
品
ハ
、
弟
十
血
條
ノ
規
軍
産
り
 
 

辟
表
ソ
ノ
他
′
哲
ヲ
給
料
ガ
共
同
梅
損
晶
メ
ラ
ル
、
閑
問
内
ノ
モ
ノ
一
転
り
、
之
ヲ
共
同
海
損
去
。
但
シ
、
共
同
海
技
タ
 
 

ラ
ザ
ル
損
害
ヲ
修
繕
ス
ル
タ
メ
消
費
シ
タ
ル
燃
料
及
ビ
貯
裁
品
ハ
コ
ノ
限
。
ア
ラ
ズ
。
 
 

避
難
讐
於
て
碇
泊
中
に
質
し
食
え
痕
竃
㌫
給
料
及
び
食
料
が
共
同
告
と
認
め
ら
る
べ
き
こ
と
に
讐
は
、
六
九
〇
年
規
定
 
 

忙
於
て
明
言
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
克
二
四
年
規
定
は
そ
の
十
義
解
議
に
於
て
文
字
通
り
に
之
を
摺
襲
し
、
且
二
十
傑
第
遠
に
於
 
 

て
避
難
港
に
出
入
わ
た
め
航
海
の
延
長
を
来
し
た
る
と
き
に
於
て
そ
の
延
長
期
間
内
（
D
u
－
i
コ
芸
2
P
r
O
富
a
t
宮
。
＝
h
ヱ
○
選
e
）
 
 

に
要
し
た
る
船
員
の
給
料
及
び
食
料
を
共
同
海
転
と
認
め
た
。
 
 
 

云
九
〇
年
規
定
に
警
は
飲
料
及
び
貯
祀
晶
の
消
費
は
之
霊
ハ
同
海
拐
と
し
て
取
扱
は
な
か
っ
た
が
、
完
二
四
年
規
定
に
於
 
 

て
は
避
難
港
に
出
入
の
た
め
特
に
質
し
ね
る
も
の
な
ら
ば
之
霊
ハ
同
梅
抗
と
認
む
る
鱒
至
つ
ね
？
賛
し
、
避
難
港
入
津
が
共
同
梅
抗
 
 

群
馬
と
認
む
べ
き
も
の
な
ら
ぼ
、
燃
料
及
び
貯
織
晶
の
消
費
は
そ
の
行
雷
の
必
然
的
な
る
結
彗
あ
少
、
そ
の
航
海
の
延
長
期
間
に
 
 

共
同
汚
損
成
立
の
場
合
 
 

（
三
一
三
）
 
二
三
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第
三
懲
 
弗
四
携
 
 

（
三
】
四
）
 
こ
四
 
 

於
て
要
し
た
る
も
の
は
常
然
に
北
ハ
阿
海
損
と
認
め
て
可
な
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
入
出
粘
の
造
粗
に
於
て
消
費
し
た
る
も
の
 
 

1
み
な
ら
す
、
避
難
粘
に
於
て
碇
泊
中
に
要
し
た
る
も
の
も
亦
共
同
海
抜
と
認
め
て
可
な
る
も
の
で
あ
る
。
唯
、
仰
単
臓
海
技
た
る
べ
 
 

き
修
踵
を
質
す
た
め
に
拘
賛
し
た
る
も
の
は
、
斯
く
の
如
き
修
絆
費
の
〓
準
堅
構
成
す
る
も
の
な
れ
ば
共
同
海
損
た
る
こ
と
を
得
な
 
 

い
。
二
十
礫
第
二
噴
の
但
書
は
之
を
明
か
に
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

十
二
條
後
段
の
規
定
た
る
、
船
舶
の
航
海
不
能
又
は
航
海
靡
止
彼
の
賠
員
の
給
料
及
び
食
料
の
取
扱
比
、
十
億
C
耽
後
段
の
規
定
 
 

に
封
應
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
但
書
抜
二
十
條
の
全
文
と
共
に
、
叫
九
二
四
年
規
定
に
於
て
新
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
 
 

避
難
港
に
於
け
る
費
用
に
相
違
し
て
、
謄
舶
が
不
可
抗
力
に
因
り
、
畿
航
港
又
は
航
海
の
途
中
に
於
て
、
碇
泊
を
な
す
た
 
 

め
に
聾
す
る
費
用
に
つ
き
、
附
言
す
る
。
 
 

我
商
法
六
五
二
條
は
右
の
費
用
を
共
同
渥
損
に
準
ぜ
し
む
ペ
き
こ
と
を
規
定
し
た
。
尤
も
我
商
法
は
そ
の
六
m
二
條
に
於
 

て
共
同
渥
損
を
甚
だ
し
く
狭
く
解
し
、
船
舶
又
は
積
荷
に
つ
き
焉
し
た
る
魔
分
に
因
り
て
生
じ
た
る
損
害
及
び
費
用
を
北
ハ
同
 
 

洛
損
と
す
と
規
定
し
た
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
十
傑
及
び
十
∵
條
の
規
定
す
る
避
難
港
浸
於
 

け
る
諸
費
用
と
雌
も
、
我
商
法
の
解
鐸
と
し
て
は
、
純
然
た
る
共
同
弥
損
に
あ
ら
ざ
る
も
の
1
如
く
、
漸
く
ス
茄
二
億
の
特
 
 

別
規
定
に
依
っ
て
北
ハ
阿
藤
損
に
準
ぜ
ら
れ
、
始
め
．
て
同
共
渥
損
と
し
て
取
扱
は
れ
た
る
が
如
し
。
然
し
、
斯
く
の
如
き
費
用
 
 

は
避
難
港
入
津
な
る
共
同
溢
損
得
質
の
直
接
の
結
英
と
し
て
又
は
梢
錯
行
為
に
因
つ
て
支
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
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我
船
法
の
規
定
を
離
れ
て
考
ふ
れ
ば
、
共
同
渥
損
ね
る
ペ
き
や
諾
ふ
を
保
た
ざ
る
性
質
の
も
の
な
る
を
以
て
、
押
紙
に
改
め
て
 
 

之
を
論
じ
率
い
。
唯
避
難
港
入
籍
と
血
緬
係
に
、
不
可
抗
力
に
因
り
蟄
航
抵
又
は
航
海
の
途
中
に
於
て
碇
泊
を
残
す
た
め
に
 
 

要
す
る
費
用
に
就
て
の
み
述
べ
る
。
而
し
て
、
避
難
港
入
津
と
無
闇
係
に
生
す
る
碇
泊
の
必
姿
は
、
十
傑
凸
既
に
規
嘉
し
た
 
 

か
と
同
様
な
る
目
的
、
殊
に
船
舶
が
或
る
港
に
碇
泊
中
に
於
て
受
け
た
る
拭
啓
の
修
繕
の
た
め
な
ろ
こ
と
あ
り
、
航
路
若
く
 
 

ス
ト
ラ
′
「
ク
 
 

は
目
的
港
に
於
け
る
賊
軍
危
険
の
た
め
航
お
の
携
行
が
危
険
な
る
に
基
く
こ
と
あ
り
、
船
員
砦
く
は
仲
仕
の
同
研
皿
…
傭
先
の
結
 
 

ヱ
ム
パ
ル
ゴ
ー
 
 

果
た
る
こ
と
あ
り
、
官
の
鹿
分
殊
に
船
舶
抑
留
若
く
は
封
鎖
に
因
っ
て
坐
す
る
こ
と
あ
り
。
 
 
 

賠
舶
の
碇
泊
中
に
於
て
被
り
た
る
損
害
が
共
同
海
損
行
為
に
因
る
鳩
の
な
ら
ば
、
そ
の
碇
泊
は
共
同
海
抗
た
る
損
害
の
修
 
 

荘
の
た
め
必
要
な
る
限
り
に
於
て
、
そ
の
直
接
の
結
英
で
あ
り
、
碇
泊
の
費
用
の
北
ハ
同
海
税
た
る
や
言
を
侠
た
な
い
っ
船
舶
 
 

の
損
害
が
共
同
渥
抗
行
為
に
基
か
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
碇
泊
が
革
端
麗
損
た
る
損
寄
の
修
繕
に
あ
る
な
ら
ば
、
碇
泊
費
用
の
 
 

取
扱
に
裁
て
は
疑
問
の
飴
地
が
あ
る
。
慧
し
、
そ
の
碇
泊
は
績
航
の
物
理
的
不
能
（
P
h
y
s
訂
n
h
e
U
コ
ヨ
○
隻
（
h
訂
叫
t
d
e
r
W
e
i
す
 
 

r
e
岬
s
e
）
に
基
く
こ
と
あ
る
べ
く
、
常
に
必
ず
し
も
共
同
の
安
全
を
目
的
と
す
る
任
怒
の
行
焉
で
は
な
い
。
修
糀
の
目
的
に
於
て
 
 

は
阿
叫
な
り
と
す
る
も
、
避
難
港
入
津
は
共
同
の
安
全
を
目
的
と
す
る
任
意
の
行
焉
で
あ
る
の
意
味
に
於
て
共
同
海
損
行
為
 
 

た
り
得
て
も
、
碇
泊
は
腋
密
な
る
意
味
に
於
て
共
同
海
損
行
為
と
糾
し
得
ざ
る
こ
と
あ
る
べ
し
。
然
し
、
旋
泊
中
に
聾
す
る
 
 

胎
口
層
の
給
料
及
び
食
料
並
に
燃
料
等
を
船
主
の
革
鴻
負
拾
と
な
さ
ぼ
、
船
主
は
そ
の
費
用
の
箇
約
の
た
め
完
全
な
る
修
揮
を
 
 

施
さ
ず
し
て
出
帆
を
急
ぎ
、
船
舶
・
積
荷
に
危
険
計
醸
す
こ
と
あ
る
べ
し
。
細
論
上
に
於
て
も
、
柁
航
の
物
理
的
不
能
が
や
 
 

共
同
淳
揖
成
立
の
場
合
 
 

（
三
一
五
）
 
二
五
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紆 

（
三
〓
ハ
）
 
二
六
 
 
 

弗
三
一
巻
 
 
弟
四
航
 
 

み
た
る
後
に
於
け
る
碇
泊
は
任
意
の
行
篤
と
糾
す
る
こ
と
を
待
ペ
く
、
1
少
く
と
も
爾
後
の
費
用
は
共
同
海
抱
と
認
め
て
可
な
 
 

り
（
鞘
㌍
）
。
さ
れ
ば
、
完
二
四
年
規
芝
於
て
も
、
碇
泊
が
避
難
港
入
管
同
〓
黒
革
惜
の
下
に
於
て
残
さ
れ
た
る
と
 
 

普
に
は
、
船
員
の
給
料
及
び
燃
料
を
共
同
海
損
と
し
て
取
扱
っ
て
ゐ
る
（
R
星
e
s
X
r
父
冥
．
）
。
 
 
 

航
路
若
く
は
目
的
港
に
於
け
る
珊
寧
危
険
等
の
た
め
碇
泊
を
な
す
け
、
明
か
に
共
同
の
安
全
を
目
的
と
す
る
任
意
の
行
為
 
 

に
因
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
共
同
の
危
険
は
摸
航
に
因
っ
て
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
船
舶
・
積
荷
に
踊
し
て
現
存
す
る
も
 
 

の
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
斯
の
如
き
碇
泊
も
駿
密
な
る
意
味
に
於
て
は
共
同
輝
損
行
篤
と
科
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
而
も
、
 
 
 

千
】
條
の
引
用
し
た
る
、
十
催
貝
取
の
非
常
の
事
態
（
E
告
a
。
r
d
i
コ
a
童
C
旨
u
ヨ
S
t
a
コ
n
e
S
）
の
結
英
、
碇
泊
を
な
す
も
の
と
見
得
 
 

る
か
も
疑
ひ
な
き
を
待
な
い
。
猫
逸
南
淡
は
六
二
九
條
仙
項
二
故
に
放
て
、
こ
の
積
の
碇
泊
を
後
に
連
ぶ
べ
き
官
の
鹿
分
に
 
 

因
る
濡
と
同
様
に
取
琴
そ
の
碇
泊
の
諸
費
用
真
同
臥
警
認
め
た
（
＝
警
。
 
 
 

船
員
若
く
は
仲
仕
の
同
盟
罷
業
の
結
果
た
る
碇
泊
は
、
続
航
の
絶
封
的
不
能
に
因
る
こ
と
あ
り
、
或
は
船
員
又
は
燃
料
の
 
 
 

不
足
に
因
る
据
航
の
危
険
を
慮
り
、
任
意
に
質
さ
る
1
こ
と
あ
h
ソ
。
後
者
の
場
合
に
敷
け
る
碇
泊
は
之
を
共
同
振
抗
行
為
と
 
 
 

糾
し
待
と
し
て
も
、
前
者
は
何
等
の
疑
な
く
斯
く
稲
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
漸
く
我
商
法
六
克
二
億
の
規
定
に
依
り
、
共
同
 
 
 

海
損
に
準
ぜ
し
め
得
る
の
み
。
 
 

官
の
鹿
分
、
殊
に
船
舶
抑
留
若
く
は
封
鎖
に
因
つ
て
生
ず
る
碇
泊
は
、
法
令
若
く
は
官
憲
の
命
令
に
因
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

共
同
の
安
仝
を
目
的
と
す
る
船
長
の
任
意
の
行
馬
に
出
づ
る
も
の
で
は
な
い
。
へ
〉
ツ
ク
は
共
同
渥
較
成
立
の
叫
般
的
嬰
件
を
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



具
備
す
る
如
く
払
Ⅷ
書
け
れ
ど
も
（
閏
e
酢
）
、
暮
す
る
。
と
姦
な
い
。
。
の
杵
の
牒
読
は
蒜
航
の
琵
上
の
不
 
 

能
に
困
る
も
の
で
あ
り
、
舶
長
の
任
意
の
行
焉
で
は
な
い
。
従
つ
て
、
そ
の
碇
泊
の
諸
費
用
は
眞
の
共
同
潟
損
で
は
な
ぃ
。
 
 

唯
英
若
除
く
欧
洲
大
陸
諸
国
に
於
て
腐
羞
牒
牒
讐
り
し
て
、
之
真
岡
鯨
拭
に
準
ぜ
し
め
て
ゐ
る
（
絹
‥
硝
”
 
 

c
O
m
．
邑
．
（
亭
〕
。
単
著
の
準
共
同
梅
抗
と
稲
す
る
も
の
こ
れ
で
あ
り
、
我
商
婆
ハ
五
二
條
は
之
を
二
般
的
に
規
宰
し
た
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
碇
泊
干
i
e
∽
e
コ
芳
詳
e
コ
i
コ
e
諸
ヨ
H
a
f
e
コ
一
は
任
意
の
行
焉
た
る
こ
と
あ
り
、
任
音
の
行
為
た
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
。
 
 

任
意
の
行
為
た
る
と
き
と
雄
も
碇
泊
は
不
作
為
で
あ
り
、
投
荷
又
は
避
難
港
入
津
の
如
き
作
篤
の
北
ハ
町
海
航
行
雷
以
外
に
不
 
 

作
為
の
共
同
梅
抗
宿
怨
が
認
め
ら
る
べ
き
や
、
こ
れ
が
眈
に
側
の
尿
問
で
あ
る
。
抑
も
、
共
同
海
損
の
制
度
を
認
め
、
特
殊
 
 

の
抗
宰
又
は
費
川
に
つ
き
、
直
接
に
之
を
被
り
又
は
支
出
し
た
る
航
海
路
係
者
の
革
弼
の
負
瘡
と
な
さ
ず
、
舵
舶
・
積
荷
等
 
 

を
し
て
共
同
に
分
培
せ
し
む
る
朔
以
は
、
船
主
の
利
益
と
積
荷
の
利
益
と
が
衝
突
す
る
場
合
に
於
て
、
そ
の
利
害
の
衝
突
を
 
 

綬
和
し
、
船
長
を
し
て
最
洩
公
平
な
る
應
碇
を
為
さ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
ヘ
ツ
ク
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
利
 
 

益
の
衝
突
（
≡
e
r
e
s
s
e
コ
k
O
コ
f
ニ
k
t
）
こ
そ
共
同
海
損
成
立
の
大
前
提
で
あ
る
。
今
、
碇
泊
が
任
意
に
基
か
ざ
る
と
き
に
於
て
は
、
 
 

船
長
が
之
を
決
意
す
る
に
際
し
て
、
袷
舶
と
稗
荷
と
の
問
に
利
益
の
衝
突
な
か
り
し
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
犠
牲
な
く
、
厳
 
 

密
な
る
意
味
に
於
て
は
共
同
渥
損
た
る
べ
き
揖
寄
な
し
。
碇
泊
が
任
意
に
出
づ
る
と
き
と
鍵
も
、
そ
の
不
作
馬
の
決
意
に
於
 
 

て
は
、
投
荷
の
如
き
作
焉
の
決
意
に
於
け
る
が
如
く
、
之
を
決
意
す
る
に
際
し
て
利
益
の
衝
突
を
感
す
る
こ
と
弧
く
な
い
。
 
 

共
同
汚
損
成
立
の
場
合
 
 

（
三
】
七
）
ノ
ニ
七
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緊丁∵  

第
三
稔
 
第
四
航
 
 

｛
三
一
入
）
 
土
八
 
 
 

従
っ
て
、
碇
泊
の
費
用
を
共
同
海
抗
せ
し
て
取
扱
は
ぎ
る
べ
か
ち
ぎ
る
の
必
嬰
は
、
授
荷
又
は
避
鰍
準
八
津
に
於
け
る
が
如
 
 
 

く
、
緊
切
で
な
い
。
然
し
、
利
益
の
衝
突
の
存
在
は
之
を
否
認
し
得
ざ
る
を
以
て
、
作
馬
の
共
同
渥
抗
に
於
け
る
と
甲
叫
の
 
 
 

原
理
に
依
っ
て
取
扱
ふ
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
穏
蕾
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
、
任
意
に
出
で
ざ
る
碇
泊
に
於
て
は
、
蓬
に
 
 
 

夷
同
海
技
の
原
理
に
依
っ
て
取
扱
ふ
こ
と
を
得
な
い
。
海
運
政
策
上
よ
り
姶
主
の
保
護
を
目
的
と
し
て
、
衡
平
（
E
q
u
i
首
）
て
 
 

ふ
極
め
て
鰐
き
観
念
の
上
に
立
ち
て
、
始
め
て
共
同
梅
拭
に
準
ぜ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
 
 

八
 
代
 
 
番
 
 
賛
 
 
同
 
 

船
舶
が
航
海
の
途
中
に
於
て
損
害
を
被
り
避
難
港
に
入
津
す
る
場
合
、
そ
の
折
寄
軽
微
な
る
と
き
に
は
直
ち
に
修
搾
を
施
L
航
海
 
 

を
繊
細
す
る
の
を
普
通
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
放
け
る
諸
費
用
の
取
扱
に
就
て
は
、
前
項
に
放
て
述
べ
た
（
R
u
】
川
S
X
b
－
X
∫
X
1
．
X
X
．
）
 
 

損
害
大
に
し
て
修
絆
し
待
な
い
と
き
に
は
、
桝
謂
航
海
不
能
宗
。
コ
d
e
ヨ
邑
i
O
コ
）
の
場
合
で
あ
つ
て
、
航
海
は
厳
止
せ
ら
れ
る
。
こ
の
 
 

場
合
に
は
船
舶
・
積
荷
及
び
運
賃
の
共
同
の
危
険
は
満
城
す
る
に
至
る
を
以
て
、
爾
後
生
す
る
諸
費
用
は
原
則
と
し
て
各
財
産
の
特
 
 

別
費
用
と
な
り
共
同
海
抱
で
は
な
い
（
R
u
訂
X
c
ご
X
こ
。
然
る
に
、
船
舶
は
之
を
修
繕
し
積
荷
を
閂
び
積
込
み
て
航
海
㌃
痕
出
し
得
 
 

る
に
拘
ら
す
、
特
殊
の
事
情
よ
り
し
て
ぺ
積
荷
は
之
を
他
蛤
又
は
鋳
造
に
て
目
的
地
に
時
迭
し
、
或
は
蛤
舶
も
之
を
避
緋
池
に
於
て
 
 

修
繕
せ
す
、
目
的
港
そ
の
他
．
の
港
に
曳
船
し
、
共
起
に
て
修
絆
す
る
を
以
て
却
て
有
利
な
る
こ
と
あ
り
。
避
舞
港
と
目
的
港
ど
の
距
 
 

離
が
遠
か
ら
ざ
る
と
き
、
積
荷
の
性
質
上
市
場
制
場
の
欒
動
麗
し
き
も
の
宋
ぐ
は
腐
敗
し
易
き
も
の
、
避
難
他
に
放
て
修
絆
す
る
よ
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り
も
目
的
港
そ
の
他
の
港
に
於
て
修
絆
す
る
方
が
遥
か
に
低
廉
な
る
と
き
等
に
於
て
然
り
と
す
る
。
．
是
等
特
殊
の
事
情
に
よ
り
、
普
 
 

通
な
ら
ば
避
難
港
に
於
て
被
る
べ
か
り
し
費
用
を
節
約
し
若
く
は
損
審
を
回
避
し
て
、
之
に
代
え
て
、
曳
船
料
若
く
は
略
迭
費
用
等
 
 

別
棟
の
費
用
が
文
机
せ
ら
る
1
こ
と
あ
り
。
こ
れ
、
代
替
費
用
（
S
u
b
s
叶
善
臣
e
x
p
e
コ
S
e
S
）
支
出
の
場
合
で
あ
る
。
代
替
費
用
は
箇
約
 
 

費
用
と
も
、
ま
た
費
用
の
節
約
（
K
。
s
什
e
コ
e
r
S
P
a
r
コ
l
S
）
と
も
い
ふ
。
 
 
 

叫
九
二
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
は
、
そ
の
仙
般
的
規
定
た
る
F
偵
及
び
佃
別
的
規
建
た
る
十
傑
D
故
に
於
て
之
を
規
 
 

定
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
後
者
は
避
難
港
に
於
て
支
出
せ
ら
れ
た
る
代
替
費
用
の
み
に
就
て
規
定
し
、
鵬
八
九
〇
年
規
定
を
文
字
過
 
 

少
に
躇
襲
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
代
替
費
用
が
避
難
港
以
外
に
於
て
支
出
せ
ら
る
ゝ
場
合
を
慮
り
、
一
九
二
凶
年
規
定
に
於
 
 

て
新
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
趣
旨
を
「
般
化
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

F
 
 
條
 
 

エ
ク
ス
ト
ラ
 
 
 

共
同
海
技
卜
認
ム
ベ
カ
リ
シ
費
用
二
代
へ
テ
、
、
特
三
文
出
シ
ク
ル
費
用
ハ
、
共
同
共
振
拭
卜
者
倣
ス
。
但
シ
、
北
ハ
同
振
拡
ク
ル
 
 
 

ベ
カ
リ
シ
費
相
ヲ
回
避
シ
タ
ル
限
度
二
於
テ
、
共
同
海
技
ト
シ
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ト
ス
。
 
 

第
十
條
D
批
 
 
 

損
害
ヲ
受
ケ
ク
ル
船
舶
ガ
、
ソ
ノ
積
荷
ノ
各
部
ヲ
遅
速
ス
ル
ー
－
必
婁
ナ
ル
修
紹
ヲ
施
シ
得
ベ
キ
地
二
在
リ
ク
ル
モ
、
費
川
ヲ
節
 
 
 

約
ス
ル
タ
メ
他
ノ
修
絆
地
文
ハ
到
達
港
へ
曳
船
セ
ラ
レ
タ
ル
ー
キ
、
或
ハ
、
積
荷
ノ
全
部
著
ク
ハ
側
部
ヲ
他
ノ
船
舶
二
税
換
へ
栂
 
 
 

迭
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ
、
威
ハ
共
ノ
他
ノ
方
法
一
仰
依
リ
テ
巡
迭
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
共
ノ
曳
船
及
ビ
租
換
・
略
迭
又
．
ハ
英
ノ
何
レ
カ
ノ
 
 

共
同
持
撹
成
立
の
暢
合
 
 

（
孟
一
九
）
 
二
九
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第
三
懸
弟
四
．
兢
 

（
三
こ
（
〕
）
三
〇
 
 

∴
ノ
タ
メ
㌔
牢
㌘
要
シ
タ
ル
費
用
ハ
（
用
鮒
鱒
配
㌶
謂
）
、
諾
セ
ラ
レ
ク
″
荒
ノ
割
合
二
於
テ
、
各
利
高
係
人
之
ヲ
 
 
 

分
培
ス
。
 
 

一
九
二
凶
年
規
定
の
F
條
及
び
十
傑
D
既
に
依
り
、
代
替
費
用
が
共
同
海
技
と
認
め
ら
る
べ
き
嬰
件
並
に
割
常
左
の
如
し
。
 
 

（
凸
）
 
共
同
海
転
落
る
べ
き
代
替
費
用
は
支
出
せ
ら
れ
た
る
費
用
で
あ
り
、
犠
牲
若
く
は
損
害
を
含
ま
な
い
。
 
 

ヽ
ヽ
エ
ク
ス
1
ヲ
ヽ
ヽ
 
 
」
般
的
規
定
た
る
F
健
の
草
案
に
於
て
は
、
爽
同
梅
損
た
る
ペ
き
費
用
若
く
は
損
害
に
代
え
て
娼
に
被
り
た
る
拭
啓
も
亦
址
ハ
同
 
 

港
損
と
謎
め
、
代
替
拭
等
（
S
u
b
s
旨
t
e
d
－
。
S
S
）
を
代
懲
費
用
（
S
u
邑
誉
什
e
d
e
x
p
当
S
e
S
）
と
同
様
に
取
扱
は
ん
と
し
た
。
而
し
て
、
船
 
 

舶
が
遭
勤
し
て
そ
の
蒸
溜
械
を
破
損
し
た
る
に
於
て
、
汽
擢
に
海
水
を
弘
用
し
因
っ
て
被
り
た
る
拭
賓
は
、
曳
船
科
を
箇
約
し
た
る
 
 

も
の
と
し
て
代
替
損
害
で
あ
り
、
共
同
拓
損
と
認
む
べ
き
も
の
な
り
と
主
張
せ
ら
れ
た
。
然
し
、
代
替
損
害
の
意
味
際
昧
に
し
て
恋
 
 

頬
せ
ら
れ
や
す
き
も
の
と
認
め
、
採
用
痘
ら
る
1
に
至
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
代
替
損
寄
は
共
同
溢
損
と
認
め
ら
れ
な
甘
の
で
あ
る
 
 

（
悶
㌍
琵
粘
鐸
把
㌣
㌔
 
 

（
B
）
 
避
難
港
に
於
け
る
代
替
費
用
が
共
同
韓
拭
た
る
た
め
に
は
、
船
舶
の
修
絆
が
そ
の
ぬ
に
於
て
可
能
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
 
 
 

詳
言
す
れ
ば
、
帆
槽
を
失
ひ
若
く
は
機
関
を
破
較
し
っ
1
も
辛
じ
て
避
難
払
に
辿
り
若
き
た
る
船
舶
か
、
そ
の
港
に
於
て
椎
拝
せ
 
 

ら
れ
仝
梢
荷
を
秩
載
し
て
出
港
し
得
る
場
合
に
於
て
、
費
用
を
箇
約
す
る
た
め
に
曳
船
せ
ら
れ
、
稲
荷
が
積
換
若
く
は
柑
港
せ
ら
れ
 
 

海
る
と
き
な
ら
ざ
る
べ
か
．
ら
ず
。
然
し
、
、
蜜
務
に
於
て
は
楷
舶
の
修
繕
が
そ
の
他
に
於
て
可
能
な
ら
ざ
る
と
き
と
雑
も
、
常
審
者
の
 
 

癖
約
に
よ
り
、
曳
船
料
苧
は
琴
略
安
川
等
畏
簑
讐
し
て
奴
慧
の
傾
向
豊
じ
っ
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（
C
）
 
代
替
費
用
が
共
同
海
拭
た
る
た
め
に
は
、
共
同
檻
損
た
る
ペ
き
費
用
の
箇
約
を
目
的
と
し
た
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
 
 
 

代
替
費
用
は
費
用
の
箇
約
を
直
接
の
目
的
と
せ
す
し
て
、
航
海
の
遅
延
に
因
る
積
荷
の
腐
敗
、
苗
偵
の
下
落
、
滞
船
料
の
損
失
等
 
 

の
如
き
損
失
・
由
審
を
回
避
す
る
た
め
に
支
出
せ
ら
る
～
こ
と
あ
り
。
、
然
し
、
叫
九
二
凶
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
は
造
等
 
 

の
損
失
・
損
審
む
常
に
共
同
縁
損
に
あ
ら
す
と
な
す
を
以
て
（
R
u
訂
ハ
・
）
「
そ
の
代
替
費
用
も
亦
共
同
渥
抗
と
し
て
取
扱
は
る
1
こ
と
 
 

な
し
。
然
し
、
賓
務
に
於
て
は
之
を
共
同
琵
と
し
て
取
扱
ふ
の
特
約
を
な
す
乙
と
少
か
ら
ヱ
門
撃
）
。
 
 

（
D
）
 
代
替
費
用
を
分
揺
す
ペ
き
も
の
は
、
硯
寄
に
節
約
せ
ら
れ
た
る
費
用
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

代
替
費
用
を
分
塘
す
べ
き
も
の
は
、
理
論
上
に
於
て
は
箇
約
せ
ら
れ
た
る
費
用
並
に
回
避
せ
ら
れ
た
る
拭
寄
な
ら
ざ
る
ペ
か
ら
ず
 
 

避
難
地
に
於
．
て
積
荷
の
陸
抜
、
倉
入
㌣
再
積
込
等
に
際
し
て
被
る
ペ
か
り
し
損
害
、
並
に
迎
難
港
に
於
て
船
舶
の
修
躇
を
待
つ
な
ら
 
 

ば
生
す
べ
か
り
し
積
荷
の
腐
敗
又
は
航
醇
の
遅
延
に
因
っ
て
生
ず
ペ
か
り
し
市
債
の
下
落
に
凶
る
損
害
等
も
、
亦
代
替
費
用
を
分
揺
 
 

す
べ
き
が
如
し
〔
現
に
、
叫
九
二
四
年
規
定
の
制
定
に
際
し
て
、
強
行
荷
役
（
F
O
r
C
e
d
d
訂
n
h
a
r
駕
）
に
囚
つ
て
生
ず
べ
か
り
し
税
村
の
 
 

損
害
等
に
は
分
増
せ
し
め
て
如
何
と
の
主
張
が
あ
つ
た
。
然
し
、
採
用
せ
ら
る
ゝ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
 
 

ワ
ー
プ
規
先
に
於
て
は
、
現
茸
に
節
約
せ
ら
れ
た
る
費
用
に
の
み
分
獲
せ
し
め
、
回
避
せ
ら
れ
た
る
損
害
に
は
分
捺
せ
し
め
な
い
 
 

（
昭
m
報
軒
）
。
 
 

（
E
）
 
代
替
安
川
は
共
同
梅
損
た
る
べ
き
費
川
の
節
約
せ
ら
れ
た
る
割
合
に
於
て
、
共
同
海
打
と
し
て
取
扱
は
る
。
 
 
 

先
づ
例
を
以
て
示
せ
ば
左
の
如
し
。
 
 

共
同
海
絹
成
立
の
場
合
 
 

（
三
二
こ
 
三
1
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緊 

右
の
共
同
梅
転
及
び
革
猫
海
技
ね
る
べ
き
費
用
を
節
約
す
る
た
め
、
支
出
せ
ら
れ
た
る
曳
船
斜
の
中
、
そ
の
代
番
数
用
た
る
べ
 
 

き
額
次
の
如
し
。
 
 

第
三
懸
 
第
四
航
 
 

（
三
二
こ
）
 
三
ニ
 
 

ー
ノ
船
舶
は
葦
凋
梅
損
た
る
ペ
き
損
害
を
被
っ
て
避
難
港
に
あ
り
。
而
し
て
、
上
述
の
如
き
特
殊
の
欝
怖
に
よ
り
、
避
難
港
に
 
 

於
て
修
繕
を
施
さ
す
、
船
舶
及
び
積
荷
を
目
的
港
ま
で
曳
給
し
て
次
の
費
用
を
繭
約
し
た
。
 
 

曳
 
 
給
 
 
料
 

曳
船
な
く
ば
滑
資
す
べ
か
り
し
燃
料
 
 

梢
蘭
の
陸
揚
、
倉
入
、
再
積
込
の
費
用
 
 

胎
員
の
給
料
及
び
食
料
 
 

其
の
他
の
費
用
 
 

計
（
節
約
せ
＝
ら
れ
た
る
共
同
棒
杭
）
 
 

船
 
舶
 
修
 
紹
 
費
 
 
 

避
難
港
に
於
て
施
す
な
ら
ば
聾
す
べ
き
潮
 
 
 

目
的
港
に
於
て
嬰
し
た
る
額
 
 
 

善
報
（
節
約
せ
ら
れ
た
る
箪
弼
海
技
）
 
 

放
計
（
箇
約
せ
ら
れ
た
る
共
同
海
抜
及
び
畢
猶
海
抜
）
 
 

沌
戸
0
0
0
3
 
 
 

－
u
．
〇
〇
〇
3
 
 

ひ
．
〇
〇
〇
3
 
 
 

－
．
〇
〇
？
J
 
 
 （
－
 
 

（
十
 
 

沌
〇
．
〇
〇
〇
3
 
 

ー
ひ
一
〇
〇
〇
ヨ
 
 

叫
占
二
）
0
3
 
 
 
（
＋
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差
額
■
（
代
替
費
用
Y
 

蔓
言
お
 
 
 

代
替
費
用
を
節
約
せ
ら
れ
鞍
る
共
同
渥
拭
及
び
軍
猫
梅
拭
に
料
常
り
る
こ
と
次
の
如
し
っ
 
 

…
。
。
×
性
峰
 
 

共
同
海
損
誓
ぺ
き
額
 
 

…
冨
3
×
瞳
帽
 
 
 

澤
猫
海
損
た
る
ペ
き
鱒
 
 

斯
q
如
く
、
代
替
費
用
は
そ
の
全
額
が
共
同
温
損
と
し
て
取
扱
は
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
兵
同
海
損
た
る
べ
き
費
周
の
節
約
せ
 
 

ら
れ
た
る
割
合
に
於
七
共
同
海
技
た
り
得
る
の
．
で
あ
る
？
個
別
的
規
定
た
る
十
億
D
耽
は
之
を
明
言
し
て
ゐ
る
。
然
る
虻
仙
般
的
規
 
 

定
た
る
F
條
に
於
七
は
、
畢
忙
箇
約
せ
ら
れ
た
る
限
度
に
於
て
と
な
し
、
由
約
せ
ら
れ
た
る
割
合
に
於
て
と
規
定
せ
す
。
前
例
の
代
 
 

替
費
用
の
金
額
四
千
園
が
そ
の
仝
鶴
に
於
孟
ハ
同
醇
拭
と
し
て
政
故
は
る
ペ
き
が
如
し
。
現
に
、
F
俵
の
制
定
転
際
し
て
も
F
催
と
 
 

十
億
D
択
と
∨
は
別
個
の
精
算
方
法
を
規
定
し
た
る
も
の
に
■
あ
ら
ザ
や
と
■
の
主
張
あ
敬
し
が
、
穏
草
で
考
い
。
衡
平
の
観
念
よ
り
見
て
 
 

F
條
も
十
億
。
耽
の
如
ぐ
解
す
べ
き
も
め
で
雪
（
相
関
諾
錮
d
n
O
コ
好
e
コ
C
e
も
．
む
9
 
 

（
F
）
 
代
替
費
用
は
共
同
鯨
損
た
る
ペ
き
費
用
の
節
約
せ
ら
れ
た
る
限
度
に
於
て
の
み
共
同
海
鰐
で
あ
る
。
 
 
 

代
替
費
用
は
費
用
の
節
約
と
も
稲
ぜ
ら
′
る
1
が
如
く
、
箇
約
を
目
的
と
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
感
々
に
し
て
そ
の
・
目
的
を
遷
せ
す
 
 

却
て
費
用
を
増
大
せ
し
む
る
こ
と
あ
り
。
由
し
て
、
表
的
に
共
同
海
技
の
成
立
打
た
め
に
・
は
、
共
同
握
抗
行
為
は
必
ず
し
も
好
結
 
 

果
を
謝
し
た
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
代
替
費
用
に
於
て
も
亦
箇
約
の
目
的
を
達
し
た
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
ペ
き
筈
の
 
 

も
の
せ
あ
る
。
廃
し
、
′
代
替
費
用
¢
取
扱
が
既
に
共
同
安
全
主
義
に
封
す
る
例
外
の
磨
碇
で
あ
少
、
五
そ
の
意
周
訂
思
れ
て
、
ヨ
1
 
 

共
同
埠
撹
成
立
の
場
合
・
∴
 
 

（
三
二
三
）
ニ
ュ
三
．
．
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（
三
こ
囲
）
 
三
凶
 
 

弟
三
億
 
第
四
硯
 
 

ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
は
琶
務
に
於
け
る
が
如
ぐ
、
節
約
せ
ら
れ
た
る
限
度
に
於
て
の
み
共
同
梅
損
と
認
め
た
。
 
 
 

山
九
二
四
年
規
定
の
十
億
・
耽
の
草
案
に
於
て
は
、
そ
の
末
頃
の
但
書
と
し
て
左
の
規
定
を
存
し
た
。
 
 

妻
ト
e
－
e
－
ト
2
（
a
r
笥
0
－
a
P
U
善
コ
O
f
l
－
i
s
f
O
－
W
a
－
J
2
d
什
O
d
2
S
t
i
コ
a
t
i
O
コ
a
S
a
b
O
く
e
・
S
u
n
h
c
a
－
笥
S
h
a
l
ニ
e
ヨ
a
ぎ
 
 

】
訂
b
i
e
什
O
C
争
質
b
u
t
e
【
・
〇
昏
e
G
e
コ
e
r
a
l
ぎ
e
r
a
笥
a
S
 
i
〓
t
h
a
d
 
n
O
t
b
e
e
コ
訂
r
w
a
－
d
e
d
㌧
．
 
 
 

積
荷
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ガ
、
避
難
港
二
於
ケ
ル
費
用
ノ
箇
箇
ヲ
目
的
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
目
的
地
三
相
迭
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
 
 
 

ハ
、
リ
ノ
捧
逸
セ
ラ
レ
ク
ル
積
荷
ハ
時
速
セ
ラ
レ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ト
シ
テ
、
共
同
海
損
ノ
分
槍
晶
ハ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
 
 
 

こ
の
規
定
に
就
て
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
合
議
に
於
て
激
論
を
見
、
途
に
採
用
せ
ら
る
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
然
し
、
こ
 
 

の
規
定
の
目
的
と
す
る
虚
澄
は
、
菅
務
に
於
て
も
常
事
者
の
時
々
の
申
合
せ
に
よ
り
歴
々
密
行
せ
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
の
取
扱
に
 
 

過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
大
に
衡
平
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
一
部
の
積
荷
に
就
て
そ
の
航
梅
を
迅
速
に
完
了
せ
し
 
 

め
、
荷
主
を
し
て
そ
の
積
荷
の
腐
敗
若
く
は
市
偶
の
欒
勤
の
損
失
を
免
れ
し
め
ん
が
た
め
に
相
法
せ
ら
れ
る
場
合
を
想
像
す
 
 

る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
緒
迭
は
二
カ
に
於
て
は
避
難
港
に
於
け
る
費
用
の
節
約
を
目
的
と
す
る
も
の
な
れ
 
 

オ
り
汐
ケ
ル
 
 

ど
も
、
他
方
に
於
て
は
常
該
積
荷
の
み
の
利
益
の
た
め
に
せ
ら
る
1
場
合
も
あ
る
。
然
る
把
、
粗
造
に
依
っ
て
元
の
船
舶
 
 

と
の
共
同
の
危
険
が
消
滅
し
若
く
は
海
上
危
険
囲
倍
よ
り
脱
退
し
た
る
を
理
由
と
し
て
、
以
後
避
難
港
に
於
け
る
諸
費
用
を
 
 

分
指
す
る
を
要
せ
す
と
せ
ぽ
、
給
舶
並
に
そ
の
他
の
積
荷
と
の
比
較
に
於
て
甚
だ
し
く
不
衡
平
な
る
結
果
を
来
す
も
の
で
あ
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る
。
何
と
な
れ
ぽ
、
相
法
せ
ら
れ
た
る
積
荷
の
蹄
迭
費
用
は
代
替
費
用
と
し
て
共
同
梅
損
に
準
ぜ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
 
 

時
追
究
用
は
特
迭
せ
ら
れ
た
る
常
該
積
荷
と
纏
逸
亙
ら
れ
や
t
て
避
難
準
に
残
れ
る
積
荷
並
笹
船
舶
と
に
依
っ
て
、
共
同
し
 
 

て
分
塘
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
、
避
難
地
に
腐
れ
る
積
荷
並
に
船
舶
に
生
ず
る
倉
敬
料
及
び
船
員
の
給
食
料
に
裁
て
は
、
拇
返
 
 

せ
ら
れ
た
る
積
荷
は
最
早
そ
の
分
稽
に
興
る
を
嬰
せ
ざ
る
こ
と
1
な
る
。
こ
れ
、
甚
だ
不
衡
平
で
あ
る
。
香
、
避
難
港
に
於
 
 

骨
る
費
用
を
分
略
す
べ
き
も
の
1
減
少
は
、
必
然
的
に
彼
等
の
負
稽
を
寛
か
ら
し
め
る
結
英
と
も
な
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
 
 

畔
逢
せ
ち
る
・
1
積
荷
と
避
難
港
に
残
る
船
舶
及
び
積
荷
と
の
問
に
利
益
の
衝
突
を
薪
に
惹
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
斯
く
 
 

の
如
き
結
果
を
招
爽
す
る
こ
と
は
全
く
共
同
海
損
の
本
旨
に
さ
へ
も
戻
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

叫
九
二
四
年
規
定
は
右
の
如
き
面
白
か
ら
ざ
る
結
英
を
回
避
せ
ん
が
た
め
に
、
「
拍
返
せ
ら
れ
た
る
積
荷
も
玲
迭
せ
ら
れ
ざ
 
 

り
し
も
の
と
し
て
共
同
海
抗
の
分
括
に
興
る
こ
と
を
要
す
」
と
規
光
し
た
の
で
あ
る
。
■
然
し
、
．
時
速
せ
ら
れ
ね
る
も
の
が
韓
 
 

迭
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
と
宕
倣
す
れ
て
取
扱
は
る
・
員
は
、
不
穏
富
に
響
く
。
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
仮
定
の
必
要
は
、
⇒
－
ク
・
 
 

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
魂
定
が
共
同
海
技
成
立
の
仙
般
的
要
件
と
し
て
共
同
安
登
養
主
義
乃
至
は
共
同
利
主
義
を
奉
じ
、
、
犠
牲
主
義
 
 

乃
至
は
般
繚
行
為
の
原
理
を
∴
般
的
に
認
め
な
か
っ
た
罪
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
本
十
傑
D
既
の
仏
書
の
草
案
は
、
そ
の
趣
旨
に
於
て
穏
雷
な
る
も
の
で
あ
る
け
そ
ど
も
、
前
述
し
た
る
櫨
績
 
 

行
為
を
認
め
ざ
る
限
り
、
主
義
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
且
、
他
の
規
定
と
の
均
衡
上
に
於
て
も
首
骨
し
得
ざ
る
 
 

と
こ
る
が
あ
る
。
か
く
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
合
議
が
こ
の
草
案
の
但
蓄
を
削
除
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
非
難
す
る
こ
と
 
 

共
同
降
頻
成
鹿
の
場
合
 
 

ご
ユ
ニ
五
）
 
三
五
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九
 
億
 
修
 
繕
 
費
 
（
R
u
訂
と
＜
●
）
 
 

船
舶
が
損
審
を
被
り
、
避
難
港
に
入
津
し
た
る
に
際
し
、
兜
づ
應
急
の
廃
艦
と
し
て
恨
修
繕
の
施
さ
る
⊥
こ
と
あ
少
。
或
は
、
奉
 
 

修
搾
を
施
さ
ず
し
て
、
恨
修
絆
の
み
を
以
て
、
出
帆
せ
し
む
る
こ
と
あ
り
。
諾
し
、
賠
渠
等
の
設
備
の
不
完
全
な
る
よ
少
し
て
、
溶
 
 

く
は
材
料
又
は
労
力
の
不
足
の
た
め
完
全
に
修
繕
し
得
ざ
る
こ
と
あ
り
、
之
を
完
全
に
修
繕
し
待
と
し
て
も
此
奴
的
多
額
の
費
用
を
 
 

要
す
る
こ
と
あ
り
、
殊
に
本
修
繕
を
施
さ
ぽ
長
日
月
を
要
し
船
舶
及
び
積
荷
に
種
々
な
る
費
用
の
嵩
む
を
普
通
と
し
、
積
荷
に
は
腐
 
 

敗
又
は
市
偶
の
下
落
等
の
損
害
の
生
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
恨
修
絆
は
左
の
如
き
目
的
の
た
め
に
行
は
る
。
 
 
 

囲
 
共
同
の
安
全
の
た
め
應
急
の
廃
置
と
し
て
、
 
 
 

岡
 
本
修
繕
が
避
難
港
に
於
て
可
能
な
ら
ざ
る
が
た
め
掟
、
 
 
 

伺
 
修
躇
費
、
又
は
、
積
荷
の
陸
揚
十
倉
入
、
滞
積
込
等
の
如
き
修
結
附
随
の
費
用
の
節
約
の
た
め
に
、
 
 

デ
†
レ
ー
デ
 
 
 

拘
 
滞
船
料
、
又
は
、
積
荷
の
腐
敗
若
く
は
市
偵
下
落
の
如
き
、
航
梅
の
遅
延
に
因
つ
て
生
ず
る
損
失
又
は
損
啓
を
回
避
せ
ん
が
 
 

た
め
に
、
 
 
 

強
さ
態
 
第
四
〉
兢
 
 

を
得
な
い
。
 
 

（
三
こ
六
）
 
三
六
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∵
九
二
凶
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
定
は
、
そ
の
†
四
億
第
・
劇
項
に
於
て
、
恨
修
梓
費
を
共
伺
梅
抗
と
し
て
取
扱
っ
た
。
 
 
 

第
十
四
億
 
恨
修
繹
費
 
 
 

船
舶
ノ
恨
修
桔
ガ
船
種
恕
、
寄
航
払
著
ク
ハ
避
難
健
二
於
テ
、
共
同
ノ
安
灸
ノ
タ
メ
、
叉
ハ
共
同
梅
損
犠
牲
三
国
ツ
テ
生
ジ
ク
 
 
 

ル
損
害
ノ
タ
メ
ニ
焉
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
リ
ノ
憫
修
確
ノ
費
用
ハ
之
ヲ
共
同
蘭
抗
卜
認
ム
。
但
シ
、
個
修
籍
ガ
偶
発
的
ナ
ル
帝
政
 
 
 

三
周
ル
損
害
ノ
タ
メ
ニ
、
単
三
航
海
′
完
了
ヲ
目
的
ト
シ
テ
焉
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
該
恨
修
絆
ヲ
其
ノ
地
二
於
テ
焉
サ
ヾ
リ
セ
バ
 
 
 

共
伺
渥
損
ト
シ
テ
支
出
ス
べ
カ
リ
シ
費
用
ヲ
節
約
シ
タ
ル
限
度
二
於
テ
、
リ
ノ
恨
修
辟
費
ラ
共
同
海
損
卜
認
ム
。
 
 
 

共
同
海
損
ク
ル
ベ
キ
恨
修
繕
費
二
封
シ
テ
ハ
新
哲
交
換
′
掟
除
ヲ
焉
サ
ズ
。
 
 
 

本
條
ノ
第
山
頃
は
叫
八
九
〇
年
規
定
に
な
く
、
叫
九
二
四
年
規
定
に
於
て
新
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
る
る
。
而
し
て
、
侶
修
 
 

絆
の
施
さ
る
ゝ
地
が
措
梢
港
な
る
と
寄
航
港
な
る
と
、
若
く
は
避
難
港
な
る
と
を
問
は
ず
、
殆
ど
絶
て
の
恨
修
繕
衷
を
共
同
梅
損
と
 
 

怨
め
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
之
を
共
同
涯
損
と
し
て
取
扱
ふ
根
抹
に
至
っ
て
は
同
〓
で
な
く
、
各
場
合
に
依
り
、
共
同
海
技
犠
牲
 
 

と
し
て
、
或
は
代
替
費
用
の
原
理
に
依
り
、
或
は
航
海
の
完
了
な
る
共
同
利
益
主
轟
に
依
り
、
共
同
梅
損
と
認
め
る
の
で
あ
る
。
 
 

本
條
を
そ
の
規
定
の
文
官
忙
廃
っ
て
、
左
の
如
く
分
け
て
詮
明
す
る
。
 
 

（
尺
）
 
恨
修
絆
が
共
同
の
安
全
を
目
的
と
し
て
（
f
。
ニ
h
e
c
。
ヨ
ヨ
。
コ
S
乳
e
t
y
）
施
さ
れ
た
る
と
き
 
 
 

恨
修
絆
が
共
周
の
安
全
を
目
的
と
し
て
施
さ
る
1
場
合
と
は
、
舷
舶
が
浸
水
し
っ
ゝ
も
辛
じ
て
避
難
洛
陀
到
達
し
、
沈
没
の
危
険
 
 

が
切
過
せ
る
と
き
に
於
て
、
或
堆
胎
舶
が
払
濁
内
庭
於
て
碇
泊
中
火
災
を
起
し
又
は
衝
奨
を
奄
し
、
沈
没
の
危
険
あ
る
が
食
め
忙
、
 
 

共
同
海
頼
成
立
の
吻
合
 
 

、
（
三
二
七
）
 
三
七
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井
手
藤
 
井
甲
携
 
 

雪
＃
こ
久
錆
 
三
飢
 
 

糖
舶
及
び
積
荷
の
共
向
の
安
全
を
目
的
上
し
乍
、
．
應
急
の
事
常
が
施
さ
る
ゝ
が
知
音
も
の
せ
り
ふ
。
而
し
′
て
恨
修
繕
は
頼
経
的
廃
位
 
 

で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
永
久
的
慣
倍
な
き
も
の
な
る
た
め
、
哀
修
籍
に
境
だ
つ
七
傲
分
拓
資
す
る
費
用
で
あ
ゆ
ハ
「
樟
の
犠
牲
で
あ
 

る
。
斯
く
の
如
き
性
質
を
有
す
る
恨
修
繕
が
右
の
如
く
危
険
の
現
存
せ
る
場
合
に
於
写
、
・
共
同
の
安
全
の
た
め
に
施
さ
れ
た
る
も
の
 
 

な
ら
ぼ
、
一
般
的
規
定
た
る
尺
條
に
放
つ
七
も
常
然
に
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぼ
、
本
修
揮
費
が
半
間
海
技
 
 

た
′
る
と
軍
猫
鯨
拭
に
過
ぎ
ざ
る
と
を
間
は
す
、
共
同
の
安
全
の
た
め
に
施
さ
る
ゝ
恨
修
繕
費
は
共
同
渥
損
で
あ
る
。
本
傑
は
之
を
明
 
 
 

か
に
し
た
る
塙
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
B
）
 
恨
修
繹
が
共
同
梅
損
犠
牲
（
G
e
u
e
r
a
訂
く
e
r
a
笥
S
a
n
r
彗
c
e
）
に
因
っ
て
船
舶
に
生
じ
だ
る
損
害
に
封
し
て
施
さ
れ
た
る
と
き
 
 
 

共
同
海
損
犠
牲
把
因
っ
て
生
じ
た
る
損
審
と
は
、
共
同
海
損
行
馬
に
因
っ
て
生
じ
た
る
損
害
と
同
義
な
る
べ
く
、
畢
充
共
同
渥
抗
 
 

た
る
損
雫
に
等
し
か
る
べ
し
。
・
こ
の
種
の
損
審
を
発
き
に
列
車
し
た
る
恨
修
繕
の
施
さ
る
ゝ
四
偶
の
動
機
と
到
照
せ
し
め
て
、
こ
の
 
 

場
合
に
於
け
る
恨
修
繕
費
が
何
等
の
例
外
な
く
共
同
海
損
た
る
べ
き
も
の
な
り
や
を
吟
味
す
べ
し
。
尭
づ
糾
の
共
同
の
安
全
を
目
的
 
 

と
し
て
施
さ
る
ゝ
場
合
に
は
、
廟
に
嘩
ペ
た
る
が
如
く
共
同
海
損
で
あ
る
。
 
 
 

何
の
本
修
繕
費
の
箇
約
の
た
め
、
又
は
そ
の
附
随
の
費
用
の
節
約
を
目
的
と
し
て
施
さ
る
1
場
合
は
、
何
れ
、
も
共
同
海
損
た
る
べ
 
 

き
損
害
又
は
費
用
の
節
約
を
目
的
と
す
る
も
の
な
る
が
た
め
に
、
げ
條
の
規
定
す
る
代
替
費
用
の
原
理
に
依
っ
て
も
共
同
梅
損
た
る
 
 

べ
き
も
の
l
で
あ
る
。
何
の
本
修
絆
が
避
難
港
に
於
て
不
可
能
な
る
と
き
に
於
て
施
さ
る
ゝ
偵
修
繕
に
就
て
は
、
多
少
の
疑
問
が
あ
る
 
 

然
し
、
恨
修
絆
を
施
さ
ゞ
れ
ぼ
ハ
．
胎
舶
は
安
却
せ
ら
る
1
か
又
は
曳
船
せ
ら
れ
ざ
る
ペ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
共
同
海
技
た
る
ペ
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き
損
害
を
箇
約
し
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
代
替
費
用
の
原
理
に
準
じ
て
共
同
海
損
と
認
め
て
可
な
る
べ
し
。
尤
も
、
代
替
費
用
に
 
 

関
し
て
規
定
す
る
F
傑
は
、
兵
同
海
損
た
る
費
用
を
節
約
し
た
る
も
の
わ
み
に
限
り
、
共
同
韓
抗
た
る
損
害
を
節
約
す
る
も
の
は
之
 
 

を
共
同
海
技
と
静
め
得
ざ
る
を
以
て
へ
木
像
に
は
こ
の
鮎
に
於
て
多
少
の
矛
眉
が
あ
る
。
 
 

何
の
航
海
の
遽
延
に
因
つ
て
生
す
る
損
害
の
回
避
を
目
的
と
し
て
施
さ
る
1
恨
修
群
衆
に
至
っ
て
は
、
更
に
大
な
る
疑
問
が
あ
る
 
 

之
霊
ハ
同
梅
拭
と
詠
め
る
こ
と
は
C
保
と
矛
府
し
、
第
十
億
D
耽
の
規
定
と
均
術
を
保
た
ざ
る
も
の
あ
り
。
然
し
、
本
十
四
傭
の
規
 
 

定
は
、
共
同
海
損
た
る
損
害
の
恨
修
繕
費
に
裁
て
は
包
括
的
で
あ
り
、
之
を
亜
ハ
同
縦
揖
と
認
む
と
な
し
た
る
の
み
で
あ
つ
て
、
こ
の
 
 

場
合
に
裁
て
特
に
異
な
る
取
扱
を
な
す
べ
き
旨
を
明
言
し
て
ゐ
な
い
。
 
 

（
C
）
恨
修
繕
が
航
海
の
完
了
を
醸
二
の
目
的
と
し
て
（
寄
2
1
y
t
。
2
コ
a
b
1
2
旨
e
a
J
v
2
n
t
u
r
e
什
O
b
2
C
O
ヨ
P
l
e
t
e
d
）
船
舶
の
偶
畿
的
な
 
 
 

る
事
故
に
因
る
損
害
（
芽
n
i
d
e
コ
t
a
－
d
a
ヨ
a
笥
）
に
封
し
て
施
さ
れ
た
る
と
き
 
 
 

偶
畿
的
な
る
専
政
に
因
る
損
害
と
は
、
概
し
て
共
同
晦
損
行
為
に
基
か
ざ
る
損
害
で
あ
つ
て
、
畢
猫
撮
損
た
る
損
害
で
あ
る
。
而
 
 

し
て
、
こ
の
程
の
損
害
に
勤
し
て
恨
修
祥
の
施
さ
る
ゝ
動
機
は
、
共
同
海
技
た
る
損
宰
に
封
し
て
施
さ
る
ゝ
も
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
 
 

な
し
。
即
ち
、
前
記
の
如
く
大
濃
掴
種
類
あ
る
。
何
の
共
同
の
安
全
の
た
め
に
施
さ
る
1
場
合
に
は
、
常
然
に
共
同
渥
損
で
あ
る
。
 
 
 

何
の
積
荷
の
陸
揚
、
倉
入
、
静
穏
込
等
の
如
き
、
修
絆
附
随
の
費
用
の
箇
約
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
共
同
梅
損
た
る
費
用
を
節
 
 

約
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
代
替
費
用
の
原
理
に
依
り
共
同
海
損
で
あ
る
。
然
し
、
本
修
群
数
白
鰭
の
節
約
を
目
的
と
す
る
も
の
た
 
 

誓
っ
て
は
、
之
豊
ハ
同
港
損
と
認
む
る
こ
と
を
得
な
∨
い
。
蓋
し
、
露
舶
の
畢
猫
海
抗
た
る
損
審
の
修
粍
費
は
畢
凋
海
技
で
あ
少
、
妄
 
 

共
同
梅
澤
成
立
の
揚
合
 
 

要
一
こ
九
）
 
三
九
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買わ  

奉
三
稔
 
喪
中
現
 
 

今
茎
Q
）
由
Q
 
 

l
の
節
約
を
旧
約
と
し
て
施
さ
る
、
椴
修
粍
の
費
用
は
、
衰
は
ゞ
瑠
璃
梅
損
の
代
替
費
用
で
あ
、
つ
▲
て
、
胎
主
の
利
益
の
た
め
に
わ
み
せ
 
 

ら
る
ゝ
も
の
セ
あ
る
。
由
r
L
て
、
と
め
恨
修
糀
に
伐
つ
で
肪
舶
め
碇
泊
期
間
を
短
髄
し
、
共
同
盛
蘭
凍
る
費
用
を
髄
約
し
た
少
と
す
 
 

る
も
、
未
だ
之
盈
ハ
阿
渥
損
せ
認
む
る
に
足
ら
厚
い
。
然
L
、
本
修
粍
紳
ハ
に
し
て
非
常
に
多
胡
を
馨
し
、
廃
ろ
修
絆
せ
き
る
を
以
て
 
 

疲
れ
り
と
す
る
態
度
の
も
の
な
ら
ば
、
癖
る
婁
今
の
仮
修
粍
は
次
に
遡
ぶ
る
本
修
錯
の
不
可
能
な
る
と
き
に
質
さ
る
．
1
恨
修
繕
と
同
 
 

様
の
意
味
に
於
て
、
航
海
の
完
了
告
晶
と
し
富
も
の
と
見
る
こ
と
が
果
る
詣
竪
。
而
し
て
、
ヨ
ー
ク
・
ア
㌢
ト
ワ
ー
プ
規
 
 

定
に
於
て
も
本
十
四
條
第
「
項
の
後
段
の
規
定
た
る
、
航
海
の
完
了
を
唯
」
の
目
的
と
し
た
る
も
の
と
し
て
1
代
替
費
用
に
準
上
て
 
 

共
同
梅
損
と
認
め
た
る
1
も
の
1
如
し
七
 
 
 

拘
の
本
修
群
が
避
難
港
に
於
て
不
可
能
な
る
場
合
に
於
て
施
さ
る
1
恨
修
旅
費
に
就
て
は
、
理
論
上
に
於
て
は
之
を
共
同
輝
揖
と
 
 

認
世
ざ
る
を
可
と
せ
ん
。
表
皿
し
、
恨
修
絆
を
施
さ
ゞ
れ
ば
拾
潮
は
資
却
せ
ら
る
ゝ
か
又
は
曳
船
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
 
 

り
、
そ
の
資
却
の
損
害
又
は
鬼
鹿
料
は
B
の
場
合
に
於
て
は
共
同
渥
覗
な
れ
ど
も
、
鼓
に
問
題
と
せ
る
C
の
窃
食
止
於
て
・
は
畢
猫
海
 
 

抱
で
あ
る
。
と
の
畢
猫
海
技
た
る
拭
寄
を
節
約
サ
る
恨
修
絆
費
は
、
謂
は
ゞ
寓
猫
梅
損
の
代
替
費
用
で
あ
つ
て
、
共
向
海
技
の
代
替
 
 

費
用
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
共
同
梅
損
た
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
・
「
九
二
四
年
規
克
は
、
本
修
粍
の
不
可
能
な
る
場
 
 

合
に
於
て
施
さ
る
1
恨
修
純
吏
琶
代
替
饗
用
咋
準
ぜ
し
め
、
恨
修
糀
が
そ
の
他
に
於
て
施
さ
れ
す
ぼ
共
同
梅
損
と
し
て
支
出
す
べ
か
 
 

り
し
費
用
を
箇
約
し
廃
る
限
度
に
於
て
、
共
同
鯨
抗
と
し
て
奴
扱
っ
た
。
そ
の
珊
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
潜
し
椴
修
絆
を
施
さ
す
ば
 
 

赦
晦
は
駿
止
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
板
修
押
は
船
舶
及
び
積
荷
が
東
南
庵
創
泰
と
す
る
と
こ
ろ
の
航
海
の
発
了
を
唯
「
の
眉
的
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と
し
凝
る
も
の
で
あ
る
せ
た
す
に
あ
る
ー
。
而
し
て
、
痕
醇
の
完
了
を
目
的
と
し
た
る
を
理
由
と
し
て
、
恨
修
絆
紀
宝
ハ
同
海
拐
と
し
 
 

て
取
扱
ひ
た
る
′
こ
と
の
是
非
は
別
と
し
て
も
二
九
二
川
年
規
滋
が
共
同
海
損
の
成
立
要
件
と
し
て
、
共
同
利
益
主
義
を
暗
に
認
め
 
 

富
も
の
で
あ
為
（
崇
崇
。
 
 
 

ル
ー
ド
ル
フ
氏
に
依
っ
て
、
“
九
二
四
年
規
晃
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
航
渥
の
完
了
を
唯
二
の
目
的
と
す
る
恨
修
繕
と
．
は
、
判
 
 

の
本
修
絆
が
避
難
港
に
於
七
不
可
能
な
る
と
き
、
並
に
何
の
本
修
鍾
費
が
非
常
な
る
多
額
を
要
す
る
と
き
に
於
て
施
さ
る
⊥
 
 

協
の
を
云
ひ
、
ヨ
ー
ノ
ク
．
・
ナ
γ
ト
ワ
ー
プ
規
定
偲
共
同
利
益
主
儀
の
上
に
立
ち
、
そ
の
恨
修
絆
の
費
用
を
共
同
海
抗
と
認
め
 
 

る
洩
の
な
る
が
＞
余
は
首
骨
す
る
七
と
を
得
な
い
。
．
素
よ
り
、
航
渥
の
完
了
ほ
購
舶
及
び
積
荷
め
共
同
の
利
益
を
筋
す
も
の
 
 

及
る
と
ょ
を
辞
は
ぎ
る
も
、
航
海
の
完
了
を
以
て
直
ち
に
共
同
海
揖
を
成
立
せ
し
む
べ
き
理
由
と
な
す
に
足
ら
な
い
と
信
ず
 
 

葛
。
蓋
し
、
恨
修
鍾
著
く
は
本
修
純
の
不
可
能
な
ら
ざ
る
と
き
に
於
て
之
を
修
糾
し
航
渥
を
完
了
す
る
こ
と
は
、
胎
主
が
遅
 
 

速
契
約
上
魚
へ
魯
然
の
恭
務
軒
履
行
す
る
も
の
に
外
な
ち
ぎ
る
も
の
で
あ
Å
W
芳
ち
。
＜
・
B
覿
．
。
f
≦
。
什
。
r
ざ
）
∵
英
国
を
 
 

始
め
碗
逸
濫
苗
に
於
て
も
同
様
に
解
け
べ
し
（
謂
詰
一
粥
d
⊥
仰
い
一
報
相
浦
始
攣
警
拭
）
・
。
而
も
、
胎
主
が
七
 
 

の
償
然
の
哉
蘭
を
履
行
す
る
・
上
に
於
て
何
等
の
犠
牲
を
被
っ
て
ゐ
・
な
い
。
即
ち
、
何
の
場
合
に
於
て
は
彼
の
軍
猫
の
負
培
た
 
 

る
∵
ペ
き
本
修
椎
柴
の
箇
約
を
目
的
と
し
、
何
の
場
合
に
澱
て
は
同
じ
て
川
蝉
昭
海
拭
た
る
ペ
せ
聾
却
の
損
害
文
政
曳
給
料
の
節
 
 

約
を
目
的
呈
し
r
た
る
や
の
セ
思
り
、
廠
修
錯
に
依
っ
て
ー
∵
叉
の
損
寄
も
被
つ
七
ゎ
な
い
。
然
る
に
も
拘
ら
す
、
恨
修
鍾
費
を
 
 

共
同
淳
掘
成
恩
勿
場
合
 

（
三
三
一
）
 
F
q
一
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共
同
梅
損
と
し
て
取
故
ふ
こ
と
は
、
船
主
に
不
営
の
利
得
を
輿
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
 
 
 

尤
も
、
給
主
が
恨
修
躇
に
依
っ
て
犠
牲
を
被
り
た
る
も
の
あ
ら
ぼ
、
之
を
共
同
悔
損
と
認
め
て
可
な
り
。
斯
の
如
き
場
合
 
 

は
本
修
梓
の
み
な
ら
す
恨
修
絆
と
雑
も
相
常
多
感
の
費
用
を
要
し
、
船
舶
の
み
の
利
益
の
た
め
に
は
全
然
之
を
修
繕
せ
ざ
る
 
 

を
以
て
寧
ろ
俊
れ
り
と
す
る
が
如
き
と
き
臓
が
て
、
稀
に
見
る
こ
と
あ
る
べ
き
か
。
而
し
て
、
こ
の
船
舶
の
不
利
益
を
忍
ん
 
 

で
も
之
を
修
繕
す
る
に
あ
ら
す
ん
ぼ
、
積
荷
を
目
的
地
に
軸
逸
す
る
こ
と
さ
へ
能
は
ぎ
る
が
如
き
と
き
に
於
て
然
り
と
す
る
 
 

詳
言
す
れ
ば
、
恨
修
繕
費
の
金
額
を
賠
舶
の
み
に
て
負
塘
す
べ
き
も
の
と
せ
ぼ
、
修
繕
せ
ざ
る
を
優
る
。
若
し
、
給
舶
の
み
 
 

な
ら
す
積
荷
及
び
運
賃
も
分
蛤
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
航
梅
の
完
了
に
因
つ
て
共
同
の
利
益
を
受
く
る
が
如
き
と
き
に
於
て
 
 

共
同
梅
損
を
成
立
せ
し
め
て
可
な
り
。
山
九
二
四
年
規
定
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
航
海
の
完
了
を
唯
叫
の
目
的
と
す
る
恨
修
繕
を
 
 

斯
く
の
如
き
場
合
に
限
る
な
ら
ば
、
阿
規
定
は
宰
じ
て
首
骨
し
得
る
も
の
と
な
る
。
 
 
 

拘
及
び
何
の
場
合
に
於
て
共
同
梅
損
た
る
べ
き
顧
は
、
恨
修
絆
が
其
の
鞄
に
於
て
施
さ
れ
す
ぼ
共
同
海
損
と
し
て
支
出
す
 
 

べ
か
り
し
額
を
節
約
し
た
る
限
度
k
於
て
ゞ
あ
る
。
而
し
て
、
何
の
本
修
縛
の
可
能
な
る
と
き
に
於
て
箇
約
せ
ら
れ
た
る
費
 
 

用
は
税
荷
の
倉
敬
料
並
に
胎
員
の
給
料
及
び
食
料
で
あ
り
、
そ
の
節
約
せ
ら
れ
た
る
限
度
に
於
て
、
節
約
せ
ら
れ
た
る
共
同
 
 

海
損
と
畢
礪
海
損
と
の
割
合
に
依
り
、
恨
修
絆
費
の
一
部
が
共
同
海
損
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
規
鰭
の
文
言
は
節
約
せ
 
 

ら
れ
た
る
限
度
に
於
て
と
な
す
の
み
で
あ
つ
て
、
箇
約
せ
ら
れ
た
る
割
合
に
依
っ
て
と
規
定
し
な
い
け
れ
ど
も
、
代
替
費
用
 
 

の
と
こ
ろ
に
於
て
述
べ
た
る
が
如
く
、
斯
く
の
如
く
解
す
る
を
以
て
穏
嘗
と
す
べ
く
、
十
傑
D
耽
の
規
定
と
も
均
衡
を
保
ち
 
 
 

雰
三
琴
 
弟
四
班
 
 

（
三
三
二
）
 
四
二
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㈹
の
航
海
の
遅
延
に
因
つ
て
生
す
る
損
害
の
回
避
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
本
十
四
億
及
び
そ
の
他
の
規
定
の
解
繹
上
共
同
海
損
 
 

と
認
む
る
こ
上
を
得
な
い
。
蓋
し
、
之
教
共
同
海
損
と
謬
む
る
こ
と
は
C
條
と
矛
眉
し
、
十
傑
D
耽
の
規
定
と
均
街
を
保
た
な
い
。
 
 

而
も
、
本
條
の
規
衰
は
堅
猫
海
損
た
る
損
害
の
恨
修
躇
費
に
就
て
は
、
共
同
海
損
た
る
損
害
の
恨
修
繕
費
に
於
け
る
が
如
く
、
仙
般
 
 

的
に
之
を
共
同
海
揖
と
認
む
べ
き
こ
と
を
明
言
し
て
ゐ
な
い
。
 
 
 

得
る
の
で
あ
る
（
璃
尋
。
何
の
本
修
絆
が
避
難
漁
這
於
て
可
能
な
ら
ざ
る
と
き
に
於
て
節
約
せ
ら
れ
た
る
費
用
笠
を
確
 
 

定
す
る
こ
と
容
易
で
な
い
。
ル
ー
ド
ル
フ
氏
は
莫
大
な
る
費
用
を
賭
し
て
も
本
修
縄
に
必
要
な
る
努
力
を
求
め
、
材
料
を
避
 
 

難
港
に
取
寄
せ
、
鎚
て
修
繕
を
な
さ
ん
と
す
る
場
合
を
想
像
し
て
ゐ
る
？
而
t
て
、
。
本
修
繕
を
為
す
に
必
嬰
な
る
是
等
の
費
 
 

用
藍
単
猫
海
拭
と
な
し
、
そ
の
間
に
於
て
船
舶
の
碇
泊
期
間
中
に
要
し
た
る
姶
員
の
給
料
及
び
食
料
並
に
積
荷
の
倉
敷
料
等
 
 

を
共
同
海
損
と
な
し
、
こ
の
笹
濁
海
技
及
び
共
同
海
技
の
二
者
が
恨
修
時
に
依
っ
て
節
約
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
看
撤
し
、
そ
 
 

の
荒
針
虔
っ
て
恨
修
質
の
叫
警
共
同
海
損
と
認
め
て
ゐ
る
（
絹
地
㌻
）
。
 
 

本
條
が
航
海
の
遅
延
よ
り
生
す
る
同
叫
の
損
寄
の
回
避
を
自
的
と
す
る
恨
修
繕
費
に
就
て
、
共
同
海
損
た
る
損
害
の
修
繕
 
 

の
場
合
と
革
礪
海
扱
転
る
損
害
の
修
鍾
の
場
合
と
に
於
て
、
全
然
そ
の
取
故
を
異
に
し
た
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
背
骨
し
得
 
 

ざ
る
も
の
が
あ
る
。
 
 

共
同
海
相
成
立
の
場
合
 
 

（
三
三
三
）
 
四
三
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雰T「   

廟
享
攣
 
掬
由
′
抗
 
 

芸
事
劇
）
蘭
蘭
 
 

∵
扱
挙
る
常
、
航
海
の
遅
延
よ
り
生
す
る
稲
荷
の
樹
敗
等
を
回
避
せ
ん
と
し
て
恨
修
椎
の
施
さ
れ
た
る
場
合
に
、
そ
の
侶
修
 
 

部
費
せ
共
同
溢
拭
′
と
し
て
取
叔
ふ
と
と
は
、
C
條
と
矛
眉
℃
、
†
條
D
敬
㊥
代
替
費
用
佗
関
す
る
規
定
と
拘
働
を
破
る
。
然
 
 

し
、
他
方
・
に
瀧
て
、
C
條
が
風
琴
の
遽
延
濫
因
つ
て
生
す
る
積
荷
の
腐
敗
等
を
共
同
海
醜
行
琴
の
直
接
の
結
兼
と
認
め
ざ
る
 
 

こ
と
は
、
正
他
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
す
。
且
、
費
用
の
髄
約
を
目
的
と
せ
す
積
荷
の
腐
敗
等
の
回
避
を
目
的
と
す
る
代
替
 
 

費
用
が
、
十
條
D
耽
の
規
琴
に
伐
つ
1
て
、
共
同
海
損
と
認
む
る
こ
と
を
碍
ざ
る
に
せ
よ
、
賓
務
に
於
て
は
か
く
取
扱
は
る
l
ナ
 
 

こ
と
抄
か
ら
ザ
。
之
に
加
ふ
る
に
、
恨
修
絆
が
積
荷
の
腐
敗
の
如
き
損
審
の
回
避
を
主
た
る
目
的
と
し
た
る
と
き
と
雄
鳥
、
 
 

乏
に
依
っ
て
船
舶
の
碇
泊
親
閲
を
短
縮
し
、
積
荷
の
倉
敷
料
や
姶
良
の
給
食
料
の
如
き
共
同
縁
戚
た
る
ペ
き
費
用
を
も
節
約
 

t
た
る
も
の
な
る
べ
け
れ
ぼ
、
そ
の
限
度
に
於
七
共
同
梅
損
と
認
め
て
こ
そ
衡
平
を
絹
怒
る
も
の
で
あ
る
。
是
等
の
緒
断
を
 
 

考
庶
に
入
る
1
と
き
は
、
本
備
に
於
け
る
文
言
の
息
賓
な
る
解
繹
よ
り
し
て
、
何
の
場
合
に
於
て
共
同
渥
睨
た
る
損
賓
の
恨
 
 

修
繹
費
を
共
伺
涯
拭
と
t
て
取
扱
ふ
モ
と
は
、
寧
ろ
穏
常
な
る
も
の
で
あ
る
。
反
封
払
、
C
傭
と
の
矛
盾
を
避
け
、
十
億
D
 
 

鹿
盲
均
衡
を
保
っ
て
、
皐
礪
海
技
た
る
拭
寄
の
恨
修
揮
費
を
、
共
同
海
抜
と
認
め
ぎ
る
こ
と
も
亦
特
徴
な
る
も
の
で
あ
ノ
る
b
 
 

か
く
概
鮎
を
異
に
せ
ば
、
何
れ
の
取
扱
も
不
可
で
な
い
。
 
 
 

然
し
、
甲
∵
の
損
筈
の
回
避
を
目
的
と
し
て
施
さ
る
1
恨
修
結
党
に
就
て
、
共
同
渥
拭
た
る
拭
審
の
場
合
去
串
環
海
損
た
 
 

る
韻
審
の
場
合
と
に
依
り
、
そ
の
取
扱
を
異
に
し
た
る
こ
と
は
穏
飴
で
な
い
。
蓋
し
、
航
海
の
遅
延
に
因
つ
て
生
ず
る
積
荷
 
 

の
階
数
等
庭
、
C
條
を
度
外
視
す
る
と
き
は
、
整
息
に
避
難
港
に
入
り
著
く
は
寄
航
砲
に
碇
泊
し
た
る
斯
く
の
如
せ
共
同
準
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船
舶
が
渾
上
を
航
行
す
る
に
於
七
、
之
に
直
接
の
刺
客
囲
係
を
有
す
る
着
陸
、
船
舶
所
有
者
と
遅
速
人
と
荷
車
の
三
者
で
あ
る
。
 

尤
も
、
〟
船
舶
を
運
送
の
細
に
供
す
る
者
は
噛
胎
着
た
る
こ
と
あ
る
も
、
級
舶
桝
有
者
忙
於
て
自
ら
之
を
為
す
こ
と
多
き
を
以
て
、
胎
卜
 
 

舶
潮
着
稟
と
遅
速
人
草
は
何
」
人
怒
る
を
寧
ろ
普
通
と
す
る
つ
解
し
、
羊
の
場
合
よ
邸
や
、
．
船
舶
朗
有
者
と
運
送
人
と
が
別
個
の
勒
 
 

拭
罰
馬
の
直
接
の
結
兼
ね
る
も
の
で
あ
り
、
船
舶
の
受
け
た
る
損
害
が
共
同
梅
損
な
る
と
…
卑
猥
梅
損
な
る
と
に
依
少
、
二
が
 

直
接
な
る
拭
専
と
な
り
他
が
間
接
な
る
損
育
と
な
が
る
如
き
性
質
わ
も
の
．
で
牲
な
い
。
現
に
ヨ
ー
ぞ
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
卑
 
 
 

は
、
航
梅
の
遅
薙
に
因
つ
で
生
す
る
避
難
港
に
於
け
る
船
員
の
給
食
料
や
積
荷
の
倉
敷
料
の
取
扱
に
於
て
も
、
船
舶
の
損
辛
 
 

が
共
同
海
損
な
る
と
畢
猫
梅
損
奉
る
と
に
依
り
笹
別
を
な
さ
跨
い
・
。
 
 
 

本
十
四
億
の
節
二
項
は
共
同
梅
拭
の
精
算
に
闘
す
る
規
定
で
あ
少
、
偵
修
繕
は
そ
の
性
質
上
永
繚
的
な
る
低
値
な
き
も
の
な
る
を
 
 

以
七
、
そ
の
恨
修
種
安
か
ら
は
本
修
経
費
に
於
け
る
が
如
く
、
第
十
三
僚
の
規
定
す
る
新
琶
交
換
の
抵
除
を
な
さ
ゞ
る
こ
と
を
規
定
 
 

し
セ
ゐ
▼
る
。
而
し
て
、
叫
八
九
〇
年
規
定
を
文
字
通
り
匿
踏
襲
し
た
る
1
も
の
で
あ
る
。
 
 

†
 
績
荷
が
岡
共
海
損
行
盛
疫
園
つ
て
滅
失
毀
損
し
た
る
が
詑
め
陀
 
 

若
く
拭
共
同
渇
損
だ
る
べ
き
損
審
を
破
り
佗
為
が
紹
㊥
陀
、
生
 
 

に
詑
為
遅
薦
の
損
央
損
寄
（
R
．
u
－
e
米
く
・
）
 
 

興
同
捧
掘
旅
立
嬰
揚
台
 
 

（
三
三
五
）
）
 
四
五
‥
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（
三
三
六
）
 
四
大
 
 

第
三
．
螢
 
 
第
で
四
′
披
 
 

念
な
る
こ
と
を
阻
む
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
、
給
舶
所
有
者
の
利
益
の
封
照
は
船
舶
で
あ
り
、
遅
速
人
の
利
益
の
封
照
は
運
賃
で
 
 

思
り
、
荷
主
の
利
益
の
封
照
は
積
荷
で
あ
る
。
こ
の
船
舶
、
積
荷
及
び
道
賃
は
各
々
彼
等
の
利
益
を
鰹
現
し
て
海
上
困
鰻
を
構
成
し
 
 

共
同
の
海
上
危
険
に
曝
さ
れ
る
も
の
な
る
が
、
そ
の
共
同
の
危
険
の
回
避
を
目
的
と
す
る
共
同
濾
抗
行
為
は
、
船
舶
及
び
積
荷
又
は
 
 

そ
の
何
れ
か
の
仙
を
犠
牲
に
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
延
て
運
賃
に
も
損
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
っ
積
荷
が
投
荷
苦
く
は
任
意
の
坐
 
 

礁
の
如
き
共
同
梅
揖
行
為
に
因
つ
て
、
又
は
離
礁
若
く
は
避
難
港
に
於
け
る
荷
役
行
馬
に
因
っ
て
滅
失
し
た
る
と
き
、
或
は
共
同
海
 
 

技
費
用
を
支
耕
せ
ん
た
め
、
薫
く
は
共
同
梅
損
た
る
ペ
き
損
害
を
被
り
航
梅
に
堪
え
ざ
る
に
至
り
た
る
た
め
、
避
難
港
等
航
海
の
途
 
 

中
に
於
て
繋
却
せ
ら
れ
た
る
と
き
、
或
は
船
舶
が
共
同
海
損
行
為
に
因
つ
て
全
損
に
閲
し
、
若
く
は
修
柁
し
得
べ
か
ら
ざ
る
程
度
の
 
 

損
審
を
被
り
、
避
牡
払
に
於
て
航
海
不
能
の
官
藩
を
受
け
、
而
も
距
離
造
賃
（
P
l
。
－
a
t
a
君
i
号
什
）
さ
へ
も
取
得
し
得
ぎ
る
事
情
あ
少
 
 

た
る
と
き
に
於
て
、
然
り
と
す
る
（
錯
㌍
㌢
班
㌔
 
 
 

運
賃
の
損
失
・
損
害
は
運
迭
契
約
の
内
容
灯
依
り
、
運
送
人
に
封
し
て
生
す
る
こ
と
あ
り
或
は
荷
主
に
到
し
て
生
す
る
こ
 
 

と
あ
り
。
概
し
て
浣
著
は
滅
失
し
た
る
積
荷
に
警
造
早
そ
の
義
墨
せ
ざ
る
も
の
な
る
を
以
て
（
認
山
川
㌫
轡
 
 

斯
の
如
き
運
悠
の
損
失
は
船
主
又
は
傭
船
者
の
計
算
に
於
て
後
生
す
る
。
前
排
運
賃
な
る
も
稲
荷
の
滅
失
毀
損
の
場
合
、
又
 
 

は
遅
速
の
完
了
を
見
ざ
る
場
合
に
於
て
、
返
還
せ
ら
る
べ
き
と
き
に
於
て
亦
同
じ
。
こ
の
種
の
運
賃
こ
そ
運
賃
と
し
＼
て
海
よ
 
 

の
危
険
忙
曝
さ
る
1
も
の
で
あ
り
ヽ
共
同
海
抜
の
精
算
に
於
て
も
運
賃
の
共
同
梅
損
た
る
べ
き
損
育
と
な
つ
て
硯
は
離
る
㊨
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の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
前
彿
運
貸
に
し
て
船
荷
許
容
の
約
款
に
依
り
、
如
何
な
る
場
合
と
郎
も
返
還
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
 
 

な
ら
ぼ
、
荷
主
の
計
罫
に
於
て
損
失
に
辟
す
る
も
．
の
で
あ
り
、
前
耕
運
賃
は
概
し
て
斯
の
如
き
性
質
の
運
賃
で
あ
る
。
而
し
 
 

て
、
こ
の
程
の
運
悠
は
秘
荷
の
原
債
の
〓
部
む
成
し
、
積
荷
と
し
て
海
上
の
危
険
に
曝
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
運
賃
と
し
て
 
 

危
険
に
曝
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
つ
て
、
共
同
海
技
の
精
算
に
於
て
も
積
荷
の
共
同
海
損
た
る
べ
き
損
害
と
な
つ
て
硯
 
 

は
れ
、
運
賃
と
し
て
硯
は
れ
て
釆
な
い
も
の
 

我
商
法
六
仙
七
億
に
於
て
は
、
積
荷
が
投
荷
そ
の
他
之
を
燃
料
に
発
雷
す
る
が
如
き
共
同
海
続
行
為
に
因
つ
て
虚
分
せ
ら
 
 

れ
誓
と
き
に
巧
給
費
造
船
者
造
賃
の
金
管
請
求
し
得
る
旨
を
規
庶
し
て
ゐ
る
。
彿
図
南
淡
（
。
。
埠
轄
。
ヨ
・
）
 
 

に
於
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
依
り
、
我
商
法
の
解
繹
上
に
於
て
は
、
積
荷
の
滅
失
に
因
つ
て
運
賃
の
共
同
海
損
 
 

た
る
損
害
を
生
す
る
こ
と
な
し
。
然
し
、
絶
封
的
に
返
還
せ
ら
れ
ざ
る
前
彿
運
賃
と
同
様
に
取
扱
は
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
 

苦
し
、
両
者
は
嘗
質
的
に
異
な
る
。
共
同
渥
抗
の
精
算
に
於
て
、
絶
剖
的
に
返
還
せ
ら
れ
ざ
る
前
排
撃
賃
は
違
蜃
と
し
て
そ
 
 
 

の
分
槍
に
興
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
鼓
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
法
律
の
規
定
に
依
っ
て
支
彿
ふ
べ
き
造
賃
は
、
運
賃
と
し
て
即
 
 

ち
運
送
人
の
計
芝
於
て
分
塘
の
轟
務
窒
息
で
雪
（
相
誓
願
鮎
）
。
前
者
造
管
し
て
望
の
危
険
に
曝
さ
れ
ざ
 
 

る
も
の
な
れ
ど
も
、
後
者
は
運
篤
と
し
て
之
に
曝
さ
れ
、
六
四
二
備
に
謂
ふ
と
こ
ろ
の
共
同
海
損
行
為
に
因
っ
て
保
存
す
る
 
 
 

こ
と
を
得
た
る
も
の
と
看
倣
さ
る
。
 
 

船
舶
の
航
路
不
能
に
依
り
、
避
難
港
等
に
於
て
航
海
の
中
絶
を
見
た
る
場
合
、
遅
貿
殊
に
向
軌
道
賃
の
損
失
軋
り
や
否
や
 
 

共
同
捧
相
成
立
の
場
合
 
 

（
三
三
七
）
 
四
七
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能
の
場
合
に
就
て
は
明
言
し
な
い
J
d
 
 
 

第
十
五
傑
 
運
賃
ノ
損
失
 
 

共
阿
海
拭
ト
モ
ア
胎
置
セ
ラ
▲
九
、
瘍
今
二
放
テ
、
．
共
同
海
韓
卜
孫
ム
ノ
。
㌧
 
 
 

一
九
二
四
年
規
定
は
積
荷
の
滅
失
毀
損
に
因
つ
て
生
す
る
運
賃
の
損
失
に
放
て
の
み
規
産
し
、
船
舶
の
減
失
嘉
く
は
そ
の
航
海
不
 
 

革
三
義
軍
 
∴
壷
慧
誓
醜
 
 

（
三
三
八
）
∵
閏
入
ブ
 
 

は
、
道
造
人
が
距
離
運
賃
の
請
求
練
を
有
す
る
や
否
や
に
依
っ
て
異
な
を
。
義
尚
婆
ハ
±
二
條
及
び
六
・
二
ハ
傑
匿
於
虎
峰
、
 

船
舶
が
航
海
の
．
途
中
に
於
て
沈
逸
し
た
る
と
き
、
又
は
修
繕
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
に
至
り
た
る
と
き
等
に
於
て
は
運
送
契
約
 
 

は
終
了
し
、
船
主
又
は
僻
舵
者
は
道
迭
の
割
合
に
應
じ
て
運
賃
を
請
求
す
る
と
と
を
得
る
旨
を
規
哀
し
て
ゐ
る
。
猫
逸
商
串
 
 

（
弱
）
窟
て
も
亦
同
様
都
督
要
は
書
割
合
藁
p
r
O
r
a
t
a
f
喜
茸
造
聯
買
ロ
i
s
叶
a
コ
N
f
賢
）
と
い
ふ
？
 
 

英
闊
に
於
て
は
、
．
運
送
を
完
了
す
る
に
あ
ら
す
ん
′
ぼ
二
丈
の
運
賃
と
雑
も
請
求
す
る
こ
と
を
得
す
と
な
し
、
距
離
運
賃
を
認
 

め
な
い
。
‥
而
し
て
、
、
距
離
運
賃
を
認
む
る
邦
図
に
於
て
は
、
船
舶
の
滅
失
毀
拭
に
因
つ
て
運
賃
の
共
同
海
技
た
る
損
寄
を
竿
 
 

頭
る
こ
と
な
し
と
雅
も
、
之
を
認
め
ざ
る
英
械
等
に
於
て
は
、
そ
の
共
同
海
拭
た
る
較
審
を
生
す
べ
き
道
理
で
あ
る
。
カ
ー
・
1
 
 

ヴ
ア
ー
は
明
か
に
之
を
認
あ
て
ゐ
る
が
（
霊
撃
ヨ
ー
ク
・
ノ
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
由
蒜
こ
の
場
合
佐
於
け
ろ
運
賃
の
堪
先
年
 
 

就
．
て
規
定
す
る
ゞ
↑
こ
ろ
な
し
。
 

稲
荷
ノ
滅
失
・
疲
拭
ヨ
リ
生
ズ
ル
運
賃
ノ
蹟
失
ハ
、
、
共
同
渥
損
行
鱒
二
画
ツ
テ
生
ジ
ク
ル
カ
、
又
ハ
該
積
荷
ノ
滅
失
・
毀
損
ガ
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運
賃
ヲ
収
得
ス
べ
キ
者
ガ
、
ソ
ノ
獲
得
ノ
タ
メ
常
然
支
出
ス
ベ
カ
叩
シ
費
用
ユ
リ
シ
J
ア
、
・
犠
雑
ノ
結
英
ソ
′
支
出
ヲ
兎
レ
．
ク
ル
辛
 

ク
ロ
ス
プ
レ
ノ
「
1
r
 
 
 

ノ
ハ
、
其
ノ
額
ヲ
粗
造
賃
ノ
損
失
額
ヨ
り
掟
除
ス
。
 
 
 

本
條
の
弟
叫
項
は
二
八
九
〇
年
規
定
を
文
字
通
り
に
躇
襲
し
た
る
も
の
で
あ
ゎ
′
、
第
二
項
は
共
同
海
績
の
相
好
に
関
す
る
規
定
で
”
 
 

あ
り
、
▼
一
九
二
四
年
規
定
に
於
て
新
に
附
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

…
九
二
四
年
規
だ
は
ぐ
億
第
二
項
、
第
五
億
及
び
節
六
億
に
於
て
も
、
運
賃
の
損
失
に
就
て
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
C
 
 

デ
マ
レ
ー
ヂ
 
條
に
於
て
は
航
海
の
遅
娃
に
因
つ
て
生
す
る
滞
船
料
の
損
失
は
、
共
同
梅
損
と
認
め
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
規
定
し
、
東
條
及
び
六
條
に
 

於
て
は
、
船
舶
若
く
は
積
荷
の
損
害
が
北
ハ
同
海
技
と
認
め
ら
れ
ざ
る
と
き
に
は
、
之
に
因
つ
て
生
す
る
運
賃
の
損
失
も
、
亦
共
同
嘩
 
 

損
た
ら
ざ
る
旨
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
（
完
）
 
 

が
、
近
 

本
稿
－
‡
共
同
汚
損
の
成
立
す
べ
子
宝
な
る
暢
合
に
就
て
述
べ
上
る
も
の
で
あ
サ
、
共
同
汚
損
行
烙
の
定
義
や
共
同
醇
掘
成
立
¢
】
般
 
 

約
要
件
l
こ
ほ
慣
れ
て
ゐ
な
い
。
署
托
ゞ
共
同
侮
損
成
立
論
り
各
論
の
み
あ
つ
て
組
弧
錮
詣
映
い
て
ゐ
る
。
頭
者
托
恐
ら
く
＝
の
鮎
に
於
て
 
 

物
た
り
な
く
戚
ぜ
ら
れ
圭
で
わ
ら
う
。
筆
者
に
於
て
も
共
同
晦
掘
成
せ
論
の
楓
論
か
ら
栢
み
起
し
て
各
論
に
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
が
、
各
 
 

論
の
完
成
L
た
亡
き
に
硯
論
の
推
敲
な
ほ
足
ら
ざ
る
こ
ミ
わ
知
つ
た
の
で
緒
論
の
蟹
未
ね
一
宛
づ
控
へ
て
各
論
か
ら
始
め
圭
ゐ
で
あ
ろ
 
 

然
L
、
そ
の
組
論
も
今
や
既
に
完
成
し
」
恩
師
藤
本
博
士
ね
煩
は
し
て
東
京
商
科
大
螢
の
難
読
に
そ
の
鴇
戟
ね
倣
粍
し
て
ぁ
ろ
。
本
稿
 
 

に
於
け
ろ
ミ
同
じ
や
う
に
杜
撰
櫨
ま
ろ
も
の
で
ほ
ぁ
ろ
が
、
各
論
の
覇
者
l
こ
し
て
組
論
一
婚
の
労
み
筆
者
の
た
め
に
特
に
犠
牲
し
て
下
 
 
 

さ
ろ
＝
ミ
ね
絹
ば
、
定
に
光
勢
ミ
サ
る
亨
、
ろ
で
あ
あ
。
尤
も
、
そ
の
謂
ふ
号
こ
ろ
の
組
論
托
未
だ
上
梓
ぜ
ら
れ
ざ
る
も
の
で
ほ
ぁ
る
 
 

く
耐
撃
研
究
な
る
誌
上
に
北
ハ
同
晦
揖
の
成
立
ミ
様
し
て
現
ほ
れ
ろ
で
あ
ら
う
。
（
昭
利
三
種
十
月
六
日
附
託
）
 
 

薬
園
海
拐
成
立
の
場
合
 
 

（
ご
ニ
ニ
九
）
 
四
九
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